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 はじめに  

１ 趣旨 

  町教育委員会では、新十津川町教育目標を基本に「生きる力」を育むため、「確

かな学力」「豊かな心」「健やかな体」の育成を掲げ、家庭、地域及び学校がそれ

ぞれの持てる力を発揮し、相互の連携を図りつつ将来を見据えた教育の推進に取り

組んでおります。 

  こうした取組みを進めるに当たっては、各施策・事業が着実かつ効果的に実施さ

れていることを点検・評価することが大切であり、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律（昭和31年法律第 162号）第27条に基づき、教育行政事務の管理執行状

況について自己点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出すると

ともに公表するものです。 

※ 参考 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）  

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）  

第27条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定に

より教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３

項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管

理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書

を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学

識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。  
 

 

２ 点検評価の対象 

  点検評価の対象は、「新十津川町教育目標」を総合的指針とし、その重点的取組

みを政策の目標として掲げ実施した平成25年度の施策及び事務事業とします。 

 

３ 点検評価の方法 

  点検評価に当たっては、新十津川町行政評価システムに基づき、政策、施策及び

事務事業における成果指標に対し、その進捗状況を明らかにするとともに課題等を

分析し、今後の方向性を示します。 

 

４ 点検評価結果の構成  

  政策目標に基づく施策毎に評価を行い、資料として巻末に各施策の事務事業評価

を記載した評価一覧表を掲載しています。（別添資料１） 

（１）施策の目標  

   施策ごとの目標を掲げています。 

（２）施策の指標 

   施策の成果を表す指標を示しています。 

（３）指標の測定方法 

   指標を測定する方法を示しています。 
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（４）目標値及び達成値 

目標数値に対する達成数値を記載しています。 

（５）評価意見 

平成25年度の取組みの状況及び達成度を踏まえ、施策ごとに評価を行っていま

す。 

（６）施策展開の方向性 

   評価を踏まえ、今後の取組みを進める上で課題や対応の方向性を示しています。 

 教育委員会の活動状況  

１ 教育委員会の開催状況 

会    議 年 月 日 報告件数 議案件数 協議 

第４回定例会 

第５回定例会 

第６回定例会 

第２回臨時会 

第３回臨時会 

第７回定例会 

第８回定例会 

第９回定例会 

第４回臨時会 

第10回定例会 

第11回定例会 

第12回定例会 

第１回定例会 

第２回定例会 

第１回臨時会 

第３回定例会 

平成25年４月15日 

平成25年５月17日 

平成25年６月13日 

平成25年６月19日 

平成25年６月20日 

平成25年７月19日 

平成25年８月22日 

平成25年９月17日 

平成25年10月１日 

平成25年10月25日 

平成25年11月22日 

平成25年12月19日 

平成26年１月17日 

平成26年２月19日 

平成26年３月11日 

平成26年３月26日 

３ 

５ 

２ 

１ 

１ 

２ 

３ 

３ 

 

４ 

４ 

３ 

１ 

３ 

１ 

５ 

４ 

１ 

 

 

 

１ 

１ 

 

２ 

１ 

 

 

２ 

３ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

  41 17 １ 

 ※ 定例会、臨時会の議案及び報告の内容を巻末に掲載（別添資料２） 

 

２ 条例、規則等の制定 

 ・新十津川町立学校管理規則の一部改正について 

   （平成25年５月21日公布、平成25年５月21日施行） 

  ・中学校体育大会北海道大会等出場経費負担要綱の一部改正について 

（平成25年８月21日公布、平成25年８月21日施行） 

  ・新十津川町奨学金等貸付条例の一部改正について（町議会提出議案同意）   

（平成26年３月26日公布、平成26年４月１日施行） 

  ・新十津川町社会教育委員に関する条例の一部改正について（町議会提出議案同意）   

（平成26年３月26日公布、平成26年４月１日施行） 

・新十津川町社会教育委員の会議運営規則の一部改正について 

                （平成26年３月26日公布、平成26年４月１日施行） 
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  ・新十津川町文化スポーツ活動大会参加費助成金交付規則の一部改正について 

（平成26年３月31日公布、平成26年４月１日施行） 

 

３ 教育委員会委員の活動状況（抜粋） 

月 日 活 動 内 容 会 場 
４ 

 

２ 

５ 

５ 

９ 

13 

14 

15 

教職員辞令交付式・激励のつどい 

新十津川小学校入学式 

新十津川中学校入学式 

新十津川農業高等学校入学式 

新十津川小学校参観日 

新十津川中学校地域公開授業参観日 

第１回確かな学び推進会議 

改善センタ－ 
新十津川小学校 
新十津川中学校 
新十津川農高 
新十津川小学校 
新十津川中学校 
改善センター 

５ 17 

22 

新十津川町表彰審査委員会 

財務行政懇話会 

役場 
ゆめりあ 

６ 

 

 

 

 

 

１ 

６ 

９ 

20 

 

26 

新十津川小学校運動会 

新十津川中学校体育大会 

青少年健全育成のつどい（兼町ＰＴＡ連合会研究大会） 

戦没者並びに物故功労者、消防殉職者追悼式 

開町123年記念式典 

北海道中学校体育大会第64回中空知中学校野球大会 

新十津川小学校 
新十津川中学校 
ゆめりあ 
町内 
町内 
町内 

７ 

 

 

 

10 

11 

 

 

 

 

19 

 

26 

 

29 

新十津川小学校参観日 

第50回北海道市町村教育委員研修会 

北海道図書館視察 

泉水昇一前教育委員長職務代理者全国市町村教育委員

会表彰伝達式 

教育委員管内教育施設視察 

新十津川農業高等学校学校祭 

第１回中空知管内教育委員会研修会 

英語指導助手デービッド・バーシュ感謝状贈呈式及び

感謝の集い 

学習サポート事業やまびこ 

新十津川小学校 
札幌市 
札幌市 
 
改善センター 
沼田町 
新十津川農高 
滝川市 
 
改善センター 
町内 

８ 

 

 

 

 

８ 

９ 

９ 

12 

22 

26 

29 

学習サポート事業やまびこ 

英語指導助手キャメロン・ブレンキー歓迎式 

学習サポート事業やまびこ 

教育委員学校訪問（小学校、中学校、農業高校） 

中学生芸術鑑賞事業「楽しく学ぶ歌舞伎鑑賞教室」 

長寿を祝う会 

町内 
町内 
町内 
町内 
ゆめりあ 
ゆめりあ 
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９ １ 

７ 

10 

 

26 

27 

第42回滝川地区広域消防事務組合消防演習 

新十津川中学校学校祭（～８日） 

室内楽名曲コンサート（NHK交響楽団メンバーと仲

間） 

第２回確かな学び推進会議 

食育講演会 

役場 
新十津川中学校 
 
ゆめりあ 
改善センター 
ゆめりあ 

10 １

５ 

 

25 

26 

27 

29 

教育委員辞令交付式 

社会福祉大会 

福祉のつどい 

新中タイム発表会 

第30回町民音楽祭 

新十津川小学校学芸会 

新十津川中学校特設道徳授業（佐野有美氏） 

役場 
ゆめりあ 
改善センター 
新十津川中学校 
ゆめりあ 
新十津川小学校 
新十津川中学校 

11 

 

 

 

 

 

３ 

７ 

 

９ 

16 

17 

22 

28 

29 

町民文化祭（芸能部門） 

新十津川農業高校いわみざわパン甲子園本選出場報告

会 

北空知ＰＴＡ連合会第15回研究大会 

新十津川アザレアコーラス第25回定期演奏会 

 新十津川中学校吹奏楽部第30回定期演奏会 

新十津川小学校公開研究会 

新十津川農業高等学校校内実績発表大会 

新十津川小学校５年生収穫祭 

ゆめりあ 

 

改善センター 

ゆめりあ 

ゆめりあ 

ゆめりあ 

新十津川小学校 

新十津川農高 

新十津川小学校 

12 ７ 

８ 

20 

26 

27 

新十津川中学校歌声交流会 

第８回赤い羽根チャリティーカラオケ 

北海道日本ハムファイターズ応援大使に係る表敬訪問 

学習サポート事業やまびこ 

学習サポート事業やまびこ 

ゆめりあ 

ゆめりあ 

役場 

町内 

町内 

１ 

 

 

 

 

６ 

７ 

 

12 

30 

学習サポート事業やまびこ 

学習サポート事業やまびこ 

平成26年度新十津川消防出初式及び消防表彰式 

平成26年成人式 

砂川地区特別支援教育推進協議会特別支援教育講演会 

町内 

町内 

町内 

ゆめりあ 

ゆめりあ 

２ 27 新十津川小学校地域参観日（６年生卒業を祝う会） 新十津川小学校 

３ １ 

 

19 

26 

第62回新十津川農業高等学校卒業証書授与式 

第44回新十津川中学校卒業証書授与式 

第５回新十津川小学校卒業証書授与式 

転出等教職員の感謝と激励の会 

新十津川農高 

新十津川中学校 

新十津川小学校 

改善センター 
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点検評価の結果  

【学校教育】  

政策の目標  

児童生徒一人ひとりの実態に応じた学習指導により「確かな学力」

「豊かな心」「健やかな体」を目指し、生きる力を育む 

 

１ 施策名 「学校教育環境の充実」 

（１）施策の目標 

家庭、地域及び学校が連携を図りながら教育環境の充実に努め、「確かな学力」

「豊かな心」「健やかな体」など、子ども達の「生きる力」を育む。 

（２）施策の指標 

  小中学校全国学力・学習状況調査科目において、全国平均を上回る科目の割合

（％） 

（３）指標の測定方法 

  全国学力・学習状況調査の結果 

（４）目標値及び達成値 

平成25年度目標値 100.0パーセント 

平成25年度達成値 12.5パーセント 

（５）総合行政審議会の意見（平成25年８月実施） 

  ア 中学校の武道場に剣道用の神棚がありますが、教育基本法第９条（特定の宗教

のための宗教教育ないし宗教的活動の禁止）のこともあり、疑問に思っている住

民の方もいますので、何かの機会に丁寧な説明をお願いします。 

  イ 広報に掲載されているサポート通信について、時にはアンケート調査を実施し

意見を募ることも必要であり、また、そのことが記事の購読にもつながります。 

  ウ 中学校の10教科全てに専門教師が配置されました。今後も継続してください。 

  エ やまびこなどの課外事業は、退職教員以外にも全町的にボランティアを募り、

地域の協力、理解を得ながら、地域が一体的に学校教育を進めていくことが大切

です。 

  オ 子どもウォーキングチャレンジ（万歩計）は、保健福祉のウォーキング作戦と

連携し、親子で、地域ぐるみで取り組んではどうでしょうか。 

（６）改善の方向性（政策研究会） 

ア 基礎基本を確実に定着させ、学習することのつまずきを解消することが何より

肝要であることから、学習支援サポーター制度や習熟度別指導制度など、きめ細

やかな指導を行っていく。 

イ 障がいを持った子ども一人ひとりの教育的ニーズを把握し、適切な指導や必要

な支援を進めていく。 

〇小・中学校学習支援サポーター事業 
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〇小学校教育推進事業 

〇中学校教育推進事業 

（７）改善の方向性（政策審議会） 

  ア 子どもたちの学力向上を目指し、学習支援を強化する。スポーツ面の充実を図

り文武両道を目指し、部活動への支援対策を検討すること。 

  イ 評価のとおり進めること並びに指示事項に取り組むこと。 

 

２ 施策名 「学校給食の充実」 

（１）施策の目標 

   新鮮で安全・安心な町の農産物により学校給食の充実を図ると共に、学校給食を

生きた教材として活用し、正しい食習慣の指導など、「食育」の推進に努める。 

（２）施策の指標 

    学校給食における生鮮野菜の町内産使用割合（％）（重量ベース） 

（３）指標の測定方法 

   全体における町内産使用重量 

（４）目標値及び達成値 

平成25年度目標値 30.0パーセント 

平成25年度達成値 28.0パーセント 

（５）総合行政審議会の意見 

  ア 食育と地産地消は学校だけの問題ではなく、親や地域と連携して町全体で取り

組むことが大切です。 

  イ 町の給食は、煮干し、けずり節、昆布からみそ汁のだしを取るなど本物を使っ

ており、大変すばらしいので今後も続けてください。 

  ウ 毎週水曜日は麺の日で、子どもに人気のメニューですが、お腹がいっぱいにな

らない、お腹がすくなどの意見を聞きますので、麺の日にもおにぎりなどのご飯

があるとよいと思います。 

  エ 給食センターの調理員さんが小学校を訪問して、教室でおにぎりを握って児童

たちと一緒に食べて交流を深める「おにぎり給食」は大変すばらしいので、もっ

と町民にＰＲして欲しいと思います。 

  オ 給食教育であり、出来る限り給食費の値上げは抑えてほしいと思います。 

（６）改善の方向性（政策研究会） 

  ア 雨竜町との学校給食の共同実施に向け、施設及び体制の整備を進めていく。 

  イ 平成９年度から据え置かれている学校給食費負担金の単価を見直し、雨竜町と

も十分協議のうえ平成27年度からの施行を目指す。 

  〇学校給食センター増設事業 

（７）改善の方向性（政策審議会） 

  ア 雨竜町への給食提供が加わり、給食事業の充実強化を図る。 

  イ 評価のとおり進めること並びに指示事項に取り組むこと。 
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【社会教育】 

政策の目標 

  それぞれの年代に応じた学習機会を提供し、住民一人ひとりが生涯にわたって 

  自ら学び、自己実現を図ることができる環境づくりに努める。 

 

１ 施策名 「社会教育活動の推進」 

（１）施策の目標 

住民一人ひとりが生涯にわたって自主的に学ぶことができるよう、年齢や学習ニ

ーズに合った学習機会の提供に努める。 

（２）施策の指標 

    体験学習事業（社会教育関連）の参加率（パーセント） 

（３）指標の測定方法 

参加者/募集定員（パーセント） 

（４）目標値及び達成値 

平成25年度目標値 65.0パーセント 

平成25年度達成値 74.1パーセント 

（５）改善の方向性（政策研究会） 

   各種団体との連携により、生涯学習のきっかけづくりとしての体験事業の関係や

情報提供を進めていく。 

  〇体験学習推進事業 

（６）改善の方向性（政策審議会） 

   評価のとおり進めること。 

 

２ 施策名 「青少年健全育成の充実」 

（１）施策の目標 

学校、家庭、地域住民等が互いに連携・協力し合い、地域における子どもの見守

り体制を整えるなど、青少年の健全育成に努める。 

（２）施策の指標 

    青少年の健全育成に対する満足度（％） 

（３）指標の測定方法 

住民アンケートにおける、高い、やや高い、ふつうの回答の割合。 

（パーセント） 

（４）目標値及び達成値 

平成25年度目標値 35.0パーセント 

平成25年度達成値 81.1パーセント 

（５）改善の方向性（政策研究会） 

  ア 青少年の健全育成活動や子どもの見守り活動がより住民の間に定着するよう、

青少年健全育成町民会議の活動を中心とした各種取り組みへの支援を進める。 

  イ 子ども会加入率の向上を目指すべく、シニアリーダーを活用した体験の機会を

設けるなど、子ども会活動への興味や理解を高めていく。 
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〇学校支援地域本部事業 

（６）改善の方向性（政策審議会） 

   評価とおり進めること。 

  

３ 施策名 「読書活動の促進」 

（１）施策の目標 

   子どもの活字離れ、読書離れ、住民の図書館利用の減少が見られることから、本

に親しむ環境の整備を進め、住民の読書習慣の定着に努める。 

（２）施策の指標 

    住民の利用率（冊） 

（３）指標の測定方法 

町内貸出冊数/人口 

（４）目標値及び達成値 

平成25年度目標値 6.5冊 

平成25年度達成値 6.8冊 

（５）改善の方向性（政策研究会） 

   多くの町民に読書活動の意義や大切さについて、普及・啓発を進めていく。とり

わけ、子どもの読書活動の推進が求められており、今年度改訂中の「子どもの読書

活動推進計画」を基軸に読書に親しむ環境の整備を行っていく。 

  〇図書館利用促進事業 

（６）改善の方向性（政策審議会） 

   評価のとおり進めること。 

 

４ 施策名 「文化活動の促進」 

（１）施策の目標 

住民が主体的に取り組む芸術・文化活動を支援すると共に、住民に感動を与える

芸術・文化の鑑賞機会を充実させ、豊かな心を育む。 

（２）施策の指標 

    文化事業に対する満足度（パーセント） 

（３）指標の測定方法 

町民アンケートにおける、高い、やや高い、ふつうの回答の割合。（４）目標値

及び達成値 

平成25年度目標値 72.0パーセント 

平成25年度達成値 77.9パーセント 

（５）改善の方向性（政策研究会） 

   各種団体との意見交換等により実績を把握し、行政としての新たな支援方策につ

いて検討を進める。 

〇文化活動推進事業 

（６）改善の方向性（政策審議会） 

   評価のとおり進めること。 
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５ 施策名 「スポーツ活動の促進」 

（１）施策の目標 

   年齢や体力に応じた様々なスポーツの機会の提供と施設の充実を進めるとともに、

各種事業の開催やスポーツ団体の育成に取り組み、生涯スポーツの振興に努める。 

（２）施策の指標 

    スポーツ大会、体験等の参加率（パーセント） 

（３）指標の測定方法 

   参加者/募集定員 

（４）目標値及び達成値 

平成25年度目標値 70.0パーセント 

平成25年度達成値 75.8パーセント 

（５）総合行政審議会の意見 

  ア 中央体育館は、年間延２千人以上の方に利用されていますが、あまりにも施設

が老朽化しているのでリニューアルしてはどうかと思います。 

  イ ふるさと公園は交流人口の増加を目的とした観光施設だと思いますが、少子高

齢化の現在のニーズにあった施設に再整備する、選択と集中の時期にきているの

ではないかと思います。 

  ウ ピンネシリ登山マラソンは、小中高校生から大人まで、町民の健康づくりの一

大イベントとして、また、全国レベルのマラソン大会として更に発展してほしい

と思います。 

  エ 高齢者の方でも取り組める、夏季ウォーキングや冬季の歩くスキーを奨励して

ほしいと思います。 

（６）改善の方向性（政策研究会） 

   全ての町民がライフステージに応じたスポーツ活動に手軽に取り組むことのでき

る機会を提供していく。とりわけ、スポーツ活動への取り組みが少ない「成人層」

「高齢者層」への啓発を中心に取り組みを進めていく。 

  〇生涯スポーツ推進事業 

（７）改善の方向性（政策審議会） 

  ア 町民スポーツを推進し、スポーツを通じた健康づくりに寄与する。総合型スポ

ーツクラブの導入を検討する。  

  イ 評価のとおり進めること並びに指示事項に取り組むこと。 
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平成 25年度 

事務事業評価一覧表 



前
年

Ｈ24
A B C D A B C D
5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点

ニ
ー
ズ
は
高
い

横
ば
い
で
あ
る

減
少
・
低
下

ほ
と
ん
ど
な
い

結
び
つ
く

一
部
結
び
つ
く

あ
ま
り
結
び
つ
か
な
い

結
び
つ
か
な
い

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

浅
田
由
美
子

共通 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1001
0202

育英事業

本
町
町
民
の
子
弟
で
高
等
教
育
新
学
希
望

者

経済的理由により就
学困難な者に対して
学資の貸付けを行う
ことにより、教育の機
会均等を図ること。

学費を貸付し、教育の機会均等
を図った、

貸付者の就学継
続率

貸付者の異動等
の届書による退
学者の数

7 100% 3,707 3,280 0 0 3,280 0

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

高
橋
泰
之

簡易 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1001
0203

北海道公立文教施
設整備期成会負担
金

公立文教施設整備
の充実

負担金の支出 0 4 0 0 0 4

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

浅
田
由
美
子

負担金
補助金

5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1001
0204

砂川地区特別支援
教育推進協議会負
担金

町
民

小・中学校におい
て、教育上特別な支
援を要する児童・生
徒について、その要
因、程度、扱い等を
医師等の専門家によ
る総合的な判断によ
り、各小・中学校及
び教育委員会が適
正な就学指導を行う
こと。

負担金の支出
当該者への適切な対応

32 32 0 0 0 32

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

浅
田
由
美
子

負担金
補助金

5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1001
0205

言語治療教室通級
負担金

0

学校教育法施行規
則第73条の21の心
身の故障に応じた特
別の教育課程による
教育の砂川市立中
央小学校への通級
による実施

負担金の支出
当該者への適切対応

55 71 0 0 0 71

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

高
橋
泰
之

共通 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1001
0206

新十津川農業高等
学校教育振興事業

新
十
津
川
農
業
高
等
学
校
の
生
徒

本町に密着した農業
高校の振興及び発
展のための支援

・通学費の助成
・資格取得補助
・各種大会出場経費助成

入学募集人数に
対する入学者数

入学者名簿 40 95% 3,138 4,000 0 3,500 0 500

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

浅
田
由
美
子

共通 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1001
0207

私立幼稚園就園奨
励補助金

私
立
幼
稚
園
就
園
園
児
の
保
護
者

所得状況に応じた保
護者の経済的負担
の軽減と、公、私立
幼稚園間の保護者
負担の格差是正を
目的に、幼稚園の入
園料・保育料を軽減
する。

所得状況に応じた保護者の経済
的負担の軽減を図るため入園
料、保育料を補助し軽減した。

減免認定率
減免対象者数／
園児数

89 88% 7,404 6,717 1,419 0 0 5,298

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

坂
下
佳
則

維持 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1001
0301

教員住宅等維持管
理事業

教
職
員

教員住宅の入居者
が快適な生活を送れ
るよう住宅を適正に
管理する。

教員住宅の修繕 228 290 0 0 3,461 -3,171

目
標

結
果

達
成
度
％

少数
以下
切捨

達
成
度
％

少数
以下
切捨

前年
Ｈ24
決算

無い
場合

-

Ｈ25
決算

成果指標or活動指標
(アンケート結果を使用するものは確定後記入)

決　算　額　（千円）
（固まってないものは確定後入力）

決 算 額 の 内 訳

事業の実施に
対する住民の
ニーズの傾向
はどうか。

事業は施策目
標の達成又は
法令根拠等に
結びつくか。

　
そ
の
他
特
定
財
源

　
一
般
財
源

　
地
方
債

A A

A A

A A

A A

事
業
番
号

事　業　名 対　象 目　　的

対象をどのような
手段を使って、ど
うしたいか記載

手段＋意図

主な事業実績
（箇条書き）

目的達成にために行った
事務・事業内容を記載

成果指標
or

活動指標

１　次　評　価　（事務担
平成25年度　事務事業評価台帳

①必要性

課
　
名

グ
ル
ー
プ
名

記
入
者
名

事
業
分
類

（
４
分
類

）

施
策
番
号

施
策
名

測定方法

（単位）

計画（ＰＬＡＮ）＋実施状況（ＤＯ）

事　業　概　要
住民ﾆｰｽﾞ 事業計画

　
国
・
道
交
付
金



問題・課題点の説明  改善策の説明
施策
評価
指示

　　　　　　改善策の説明

A B C D A B C D A B C D A B C D
5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点

十
分
に
達
成

概
ね
達
成

順
調
で
は
な
い

達
成
で
き
て
い
な
い

事
業
内
容
は
妥
当

概
ね
妥
当

検
討
の
余
地
は
あ
る

見
直
し
が
必
要

町
主
体
事
務
又
は
活
用
済

町
主
体
が
望
ま
し
い

検
討
の
余
地
あ
り

十
分
可
能
で
あ
る

十
分
削
減
済
み
で
あ
る

概
ね
効
率
的

検
討
の
余
地
は
あ
る

十
分
可
能
で
あ
る

　問題・課題点を箇条書
き

拡充
維持
縮小
休廃
終了

拡大
維持
縮小
休廃
終了

　総合評価「視点の判定」と
「課題・問題点」を踏まえ
て、今後の方向性を箇条書き 拡充

維持
縮小
休廃
終了

拡大
維持
縮小
休廃
終了

5.0 4.0 3.0 12.0 Ａ
終了後の居住地は把握が困難であ
ることや民間の多くの充実した育英
事業があることから引き続き本町の
事業としての必要性を検討する、。

維持 維持 継続 継続 維持 維持 ×

特になし 維持 維持
公立学校施設の充実を目的に継続す
る。

継続 維持 維持 ×

生涯の程度の判定をするため、専門
家の確保当該組織への加盟は不可
欠である。

維持 維持
経験豊かな専門的観点から判断するた
めに継続する。

障がいの程度を判定するため、当該組織へ
の加盟は不可欠である。 維持 維持 ×

特別な教育課程を仏用とする児童に
対する教育が的確に行われている、 維持 維持

専門的な指導を受けることにより成長に
あった生活を送ることができる。通級の
必要性にかんがみ継続する。

特別な教育課程を必要とする児童に対し適
切な教育を進める。 維持 維持 ×

5.0 5.0 5.0 15.0 Ａ 特になし 維持 維持
北中空知唯一の農業高等学校として特
色のある教育が進められている。広域
的な入学者を確保するため継続する。

北中空知唯一の農業高等学校として、特色
のある教育活動が進められている。広域的
に入学者を確保するためにも本事業を継続
する。

維持 維持 × ○

5.0 5.0 5.0 15.0 Ａ 特になし 維持 維持
保護者の経済的負担が軽減されており
幼稚園教育の充実を図るため、継続的
に支援する。

保護者の経済的負担が、軽減されており、
幼稚園教育の充実を図るため、経済的支援
を継続する。

維持 維持 ×

5.0 5.0 3.0 13.0 Ａ
教員住宅全体の老朽化（設置備品
含む。） 拡充 拡大 計画的な営繕・建替え等が必要

①新十津川小学校校長、教頭住宅
　S55建築一部内部改修しているが、新築を
計画したい。
②新十津川中学校教員住宅２戸
　S45建築一部内部回収しているが、新築を
計画した。

維持 維持 × ○

　
①
必
要
性

成果 ｺｽﾄ

　
ロ
ー
リ
ン
グ
　
計
上
は
○

民間活用によ
る事業の効率
化・経費削減
は可能か。

実施状況 事業内容 民間活用 経費削減

　
②
有
効
性

　
③
効
率
性

総　合　評　価
視点

◎
最重点
○重点
△縮小
▼廃止
－なし

事業の見直し、
統廃合による
経費削減は可
能か。

計画どおり実
施できたか。成
果指標は達成
できたか。

目標達成のた
めの手法・内
容は妥当か。

　
合
計
点
数

成果 ｺｽﾄ

A A B B

A A A A

A A A A

A B B B

　
委
託
等
に
よ
る
改
善
　
○
×

方向性

今後の方向性（平成27年度予算へ）

改善の方向性（ＡＣＴＩＯＮ）
２次評価（担当Ｇ長が記入）

①事務事業の１次評価、施策評
価の２次評価を踏まえ、次年度
へ改善策を記入。
②委託等による事務の効率化、
業務量の改善を検討し記入。
　記入例
　①・・・・・・・・・。
　②・・・・・。

当者が記入）

今後の方向性

方向性

②有効性 ③効率性

評価（ＣＨＥＣＫ）

Ａ計画通り進め
　ることが妥当
Ｂ進め方に改善
　が必要
Ｃ規模・内容・
　実施主体の見
　直しが必要
Ｄ事業の統合・
　休廃止の検討
　が必要

視点の判定

80%

以

80%

～

50%

50%

～

30%

30%

以

80%

以

80%

～

50%

50%

～

30%

30%

以
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結
び
つ
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目
標

結
果

達
成
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％

少数
以下
切捨

達
成
度
％

少数
以下
切捨

前年
Ｈ24
決算
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場合

-

Ｈ25
決算

成果指標or活動指標
(アンケート結果を使用するものは確定後記入)

決　算　額　（千円）
（固まってないものは確定後入力）

決 算 額 の 内 訳

事業の実施に
対する住民の
ニーズの傾向
はどうか。

事業は施策目
標の達成又は
法令根拠等に
結びつくか。

　
そ
の
他
特
定
財
源

　
一
般
財
源

　
地
方
債

事
業
番
号

事　業　名 対　象 目　　的

対象をどのような
手段を使って、ど
うしたいか記載

手段＋意図

主な事業実績
（箇条書き）

目的達成にために行った
事務・事業内容を記載

成果指標
or

活動指標

１　次　評　価　（事務担
平成25年度　事務事業評価台帳

①必要性

課
　
名

グ
ル
ー
プ
名

記
入
者
名

事
業
分
類

（
４
分
類

）

施
策
番
号

施
策
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（単位）

計画（ＰＬＡＮ）＋実施状況（ＤＯ）

事　業　概　要
住民ﾆｰｽﾞ 事業計画

　
国
・
道
交
付
金

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

坂
下
佳
則

維持 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1002
0101

小学校校舎等維持
管理事業

0
小学生が快適な学
校生活を送れるよう
に適正に管理する。

・光熱水費の支出
・校舎等修繕 20,866 23,623 0 0 0 23,623

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

坂
下
佳
則

共通 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1002
0102

小学校運営事業

町
内
小
学
生

町立小学校の効率
的な運営を図る。

・臨時事務職員１名の雇用
・学校評議員４名の任命

児童の登校率
（不登校児童の
不発生率）

学校基本調査票
の数値

351 348 99% 99% 1,855 2,224 0 0 0 2,224

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

坂
下
佳
則

共通 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1002
0103

小学校保健活動事
業

町
内
小
学
生

学校における保健及
び安全活動を適切に
行うことにより、児童
生徒の疾病や異常
の早期発見、児童の
学校管理下の事故
等に対応するととも
に、必要な指導及び
助言を行うことによ
り、児童が学校生活
を健康で安全に送る
ことができる。

・学校環境衛生
・健康診断、健康相談等

小学校児童健康
診断（内科、歯
科、心臓、尿・
ぎょう虫）受診率

対象児童数／受
診児童数

1350 1340 99% 99% 1,310 1,570 0 0 0 1,570

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

坂
下
佳
則

共通 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1002
0104

教職員健康管理事
業

町
内
小
中
学
校
教
職
員

教職員の疾病を早
期に発見することに
より、生活や生活習
慣の改善を促し、健
康の保持増進を図
る。

学校保健安全法第15条に基づく
教職員の健康診断

健診受診率
健診受診者数／
教職員数

44 44 100% 86% 406 602 0 0 0 602

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

高
橋
泰
之

共通 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1002
0201

小学校教育推進事
業

町
内
小
学
生

町立小学校の充実し
た教育の実践

小学校授業に要する運営経費
総合的な学習の
時間の推進率

推進事業計画書
の予算額に対す
る推進事業実績
報告書の予算執
行額の割合

80 100% 100% 4,185 5,906 0 0 500 5,406

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

共通 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1002
0202

小学校特別支援教
育事業

特
別
支
援
教
育
を
必
要
と
す
る
児
童

特別支援教育が対
象としてきた児童に
加え、通常の学級に
在籍する障害のある
児童の自立等に向
け、その一人一人の
教育的ニーズを把握
し、その持てる力を
高め、生活又は学習
上の困難を改善し、
又は克服するため
に、適切な教育及び
指導を通じて必要な
支援を行うこと。

支援員3名を配置し特別支援教
育を適切に進めた。

就学校での継続
就学又は卒業の
率

特別支援教育学
級在籍児童及び
特別支援教育必
要児童の当該就
学校での進級又
は卒業の児童数
を学齢簿で確認
する。

13 100% 4,017 4,357 0 0 0 4,357

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

高
橋
泰
之

共通 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1002
0203

教育研究事業

町
内
小
中
学
校
教
職
員

教職員の資質の向
上による教育活動の
充実及び発展を図
る。

教職員の研究、研修の実施
新十津川町教育
振興会事業計画
の達成率

当初実施計画と
実績報告との比
較

983 53% 1,016 1,448 0 0 0 1,448 A B

A A

A A

A A

A A

A A

A A



問題・課題点の説明  改善策の説明
施策
評価
指示

　　　　　　改善策の説明

A B C D A B C D A B C D A B C D
5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点

十
分
に
達
成

概
ね
達
成

順
調
で
は
な
い

達
成
で
き
て
い
な
い

事
業
内
容
は
妥
当

概
ね
妥
当

検
討
の
余
地
は
あ
る

見
直
し
が
必
要

町
主
体
事
務
又
は
活
用
済

町
主
体
が
望
ま
し
い

検
討
の
余
地
あ
り

十
分
可
能
で
あ
る

十
分
削
減
済
み
で
あ
る

概
ね
効
率
的

検
討
の
余
地
は
あ
る

十
分
可
能
で
あ
る

　問題・課題点を箇条書
き

拡充
維持
縮小
休廃
終了

拡大
維持
縮小
休廃
終了

　総合評価「視点の判定」と
「課題・問題点」を踏まえ
て、今後の方向性を箇条書き 拡充

維持
縮小
休廃
終了

拡大
維持
縮小
休廃
終了

　
①
必
要
性

成果 ｺｽﾄ

　
ロ
ー
リ
ン
グ
　
計
上
は
○

民間活用によ
る事業の効率
化・経費削減
は可能か。

実施状況 事業内容 民間活用 経費削減

　
②
有
効
性

　
③
効
率
性

総　合　評　価
視点

◎
最重点
○重点
△縮小
▼廃止
－なし

事業の見直し、
統廃合による
経費削減は可
能か。

計画どおり実
施できたか。成
果指標は達成
できたか。

目標達成のた
めの手法・内
容は妥当か。

　
合
計
点
数

成果 ｺｽﾄ

　
委
託
等
に
よ
る
改
善
　
○
×

方向性

今後の方向性（平成27年度予算へ）

改善の方向性（ＡＣＴＩＯＮ）
２次評価（担当Ｇ長が記入）

①事務事業の１次評価、施策評
価の２次評価を踏まえ、次年度
へ改善策を記入。
②委託等による事務の効率化、
業務量の改善を検討し記入。
　記入例
　①・・・・・・・・・。
　②・・・・・。

当者が記入）

今後の方向性

方向性

②有効性 ③効率性

評価（ＣＨＥＣＫ）

Ａ計画通り進め
　ることが妥当
Ｂ進め方に改善
　が必要
Ｃ規模・内容・
　実施主体の見
　直しが必要
Ｄ事業の統合・
　休廃止の検討
　が必要

視点の判定

80%

以

80%

～

50%

50%

～

30%

30%

以

80%

以

80%

～

50%

50%

～

30%

30%

以

5.0 5.0 4.0 14.0 Ａ 設備、備品等の老朽化 維持 維持 計画的な設備・備品の整備
児童、教職員に安全で快適な学校環境を提
供する。 維持 維持 × ○

5.0 5.0 4.0 14.0 Ａ 効率的な学校運営 維持 維持
学校と連携調整を図り学校運営の課題
等必要に応じた対応をする。

学校と連携を図り、学校運営の課題など必
要に応じ対応する。 維持 維持 × ○

5.0 5.0 4.0 14.0 Ａ 問題なし 維持 維持 今後も継続 児童の健康を維持、増進する。 維持 維持 ×

5.0 5.0 4.0 14.0 Ａ 問題なし（義務的経費） 維持 維持 継続（義務的経費）
教職員の健康診断を実施し、健康管理の充
実を図る。 維持 維持 ×

5.0 5.0 5.0 15.0 Ａ 特にない 維持 維持
町立学校の円滑で効果的な運営を推進
するため、必要に応じた手法、予算措置
を継続する。

○

・学習の基礎、基本を確実に定着させ、学習
上のつまずきを解消することを目的に学習
支援サポーターを小学校に配置し、ティーム
ティーチング指導、習熟度別指導など、きめ
細かな指導を継続する。

拡充 拡大 × ○

5.0 5.0 5.0 15.0 Ａ

児童の卒業により中学校の特別支
援を要する生徒が増加したことから
小学校の支援員を1名削減し、中学
校に配置する。
小中の乗り入れ的相互支援は継続
する。

維持 維持
小中学校の相互乗り入れを継続し、均
衡の取れた支援体制を継続する。 ○

支援員を配置し、個々の児童に応じた特別
支援教育を進める。校内研修を中心に専門
的知識の習得に努める。

維持 維持 ×

4.0 5.0 5.0 14.0 Ａ 特になし 維持 維持
教職員の資質の向上を目的に継続す
る。

教職員の資質向上を木手に研修、研究事業
を支援する。 維持 維持 ×A A A A

A A A A

A A A A

A A A B

A A A B

A A A B

A A A B



前
年

Ｈ24
A B C D A B C D
5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点

ニ
ー
ズ
は
高
い

横
ば
い
で
あ
る

減
少
・
低
下

ほ
と
ん
ど
な
い

結
び
つ
く

一
部
結
び
つ
く

あ
ま
り
結
び
つ
か
な
い

結
び
つ
か
な
い

目
標

結
果

達
成
度
％

少数
以下
切捨

達
成
度
％

少数
以下
切捨

前年
Ｈ24
決算

無い
場合

-

Ｈ25
決算

成果指標or活動指標
(アンケート結果を使用するものは確定後記入)

決　算　額　（千円）
（固まってないものは確定後入力）

決 算 額 の 内 訳

事業の実施に
対する住民の
ニーズの傾向
はどうか。

事業は施策目
標の達成又は
法令根拠等に
結びつくか。

　
そ
の
他
特
定
財
源

　
一
般
財
源

　
地
方
債

事
業
番
号

事　業　名 対　象 目　　的

対象をどのような
手段を使って、ど
うしたいか記載

手段＋意図

主な事業実績
（箇条書き）

目的達成にために行った
事務・事業内容を記載

成果指標
or

活動指標

１　次　評　価　（事務担
平成25年度　事務事業評価台帳

①必要性

課
　
名

グ
ル
ー
プ
名

記
入
者
名

事
業
分
類

（
４
分
類

）

施
策
番
号

施
策
名

測定方法

（単位）

計画（ＰＬＡＮ）＋実施状況（ＤＯ）

事　業　概　要
住民ﾆｰｽﾞ 事業計画

　
国
・
道
交
付
金

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

高
橋
泰
之

共通 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1002
0204

小学校教科担任講
師配置事業

小
学
生

児童の学習私欲と学
力の向上、中学校の
教科担任制の円滑
な移行を図り、学習
指導体制の充実を
図る。

理科講師1人配置
年間授業時数に
対する年間総実
施授業時数（標
準時数）の割合

標準時数／実施
授業時数

210 100% 2,349 1,021 0 1,010 0 11

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

坂
下
佳
則

共通 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1002
0205

小中学生芸術鑑賞
事業

小
中
学
生

小中学生に舞台芸
術の鑑賞機会を提
供し、心豊かに育む
環境をつくる。

芸術鑑賞事業実施 開催回数
実開催回数／見
込開催回数

2 2 100% 100% 826 1,000 0 0 264 736

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

浅
田
由
美
子

共通 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1002
0206

小学校就学援助事
業

町
内
小
学
生
の
保
護
者

経済的理由によって
就学困難な児童の
保護者及び特別支
援学級に在籍する児
童の保護者に対して
必要な援助を行い、
義務教育の円滑な
実施を行う。

要保護８人、準要保護58人、特別
支援3人

受給認定率
受給認定者数／
申請者数

71 92% 1,881 1,692 46 0 0 1,646

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

坂
下
佳
則

維持 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1003
0101

中学校校舎等維持
管理事業

中
学
生
・
教
職
員

中学生が快適な学
校生活を送れるよう
適性に管理する。

・光熱水費の支出
・校舎等修繕 17,202 20,916 0 0 0 20,916

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

坂
下
佳
則

共通 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1003
0102

中学校運営事業

町
内
中
学
生

町立中学校の効率
的な運営を図る。

・学校評議員４名の任命
生徒の登校率
（不登校生徒の
不発生率）

学校基本調査票
の数値

187 100% 520 836 0 0 0 836

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

坂
下
佳
則

共通 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1003
0103

中学校保健活動事
業

町
内
中
学
生

学校における保健及
び安全活動を適切に
行うことにより、生徒
の疾病や異常の早
期発見、学校管理下
の事故等に対応する
とともに、必要な指導
及び助言を行うこと
により、生徒が学校
生活を健康で安全に
送ることができる。

・学校環境衛生
・健康診断、健康相談等

中学校生徒健康
診断（内科、歯
科、心臓、尿・
ぎょう虫）受診率

対象生徒数／受
診生徒数

622 99% 316 426 0 0 0 426

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

沼
田
　
正
行

維持 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1003
0104

スクールバス運行
管理事業

小
中
学
生

児童・生徒のバス輸
送

スクールバス4台の運行管理業務 12,495 13,627 0 0 0 13,627 B B

A A

A A

A A

A A

B A

A A



問題・課題点の説明  改善策の説明
施策
評価
指示

　　　　　　改善策の説明

A B C D A B C D A B C D A B C D
5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点

十
分
に
達
成

概
ね
達
成

順
調
で
は
な
い

達
成
で
き
て
い
な
い

事
業
内
容
は
妥
当

概
ね
妥
当

検
討
の
余
地
は
あ
る

見
直
し
が
必
要

町
主
体
事
務
又
は
活
用
済

町
主
体
が
望
ま
し
い

検
討
の
余
地
あ
り

十
分
可
能
で
あ
る

十
分
削
減
済
み
で
あ
る

概
ね
効
率
的

検
討
の
余
地
は
あ
る

十
分
可
能
で
あ
る

　問題・課題点を箇条書
き

拡充
維持
縮小
休廃
終了

拡大
維持
縮小
休廃
終了

　総合評価「視点の判定」と
「課題・問題点」を踏まえ
て、今後の方向性を箇条書き 拡充

維持
縮小
休廃
終了

拡大
維持
縮小
休廃
終了

　
①
必
要
性

成果 ｺｽﾄ

　
ロ
ー
リ
ン
グ
　
計
上
は
○

民間活用によ
る事業の効率
化・経費削減
は可能か。

実施状況 事業内容 民間活用 経費削減

　
②
有
効
性

　
③
効
率
性

総　合　評　価
視点

◎
最重点
○重点
△縮小
▼廃止
－なし

事業の見直し、
統廃合による
経費削減は可
能か。

計画どおり実
施できたか。成
果指標は達成
できたか。

目標達成のた
めの手法・内
容は妥当か。

　
合
計
点
数

成果 ｺｽﾄ

　
委
託
等
に
よ
る
改
善
　
○
×

方向性

今後の方向性（平成27年度予算へ）

改善の方向性（ＡＣＴＩＯＮ）
２次評価（担当Ｇ長が記入）

①事務事業の１次評価、施策評
価の２次評価を踏まえ、次年度
へ改善策を記入。
②委託等による事務の効率化、
業務量の改善を検討し記入。
　記入例
　①・・・・・・・・・。
　②・・・・・。

当者が記入）

今後の方向性

方向性

②有効性 ③効率性

評価（ＣＨＥＣＫ）

Ａ計画通り進め
　ることが妥当
Ｂ進め方に改善
　が必要
Ｃ規模・内容・
　実施主体の見
　直しが必要
Ｄ事業の統合・
　休廃止の検討
　が必要

視点の判定

80%

以

80%

～

50%

50%

～

30%

30%

以

80%

以

80%

～

50%

50%

～

30%

30%

以

5.0 5.0 5.0 15.0 Ａ 特になし 維持 維持
理科離れの解消
教科担任制による授業により忠一ギャッ
プを解消する。

中一ギャップの解消とより専門的な知識の
習得を目的に継続する。 維持 維持 ×

4.0 5.0 4.0 13.0 Ａ 問題なし 維持 維持
児童生徒の情操教育の一環として感動
する作品に触れる機会を継続して提供
する。

児童・生徒の情操教育の一環として、感動を
与える作品に触れる機会を提供する。 維持 維持 ×

5.0 5.0 5.0 15.0 Ａ 特になし 維持 維持
ひとり親世帯の経済的支援により義務
教育を平等に受けることのできる環境の
提供を維持する。

ひとり親世帯の経済的支援により義務教育
を平等に受けることのできる環境の提供を
継続する。

維持 維持 ×

5.0 5.0 4.0 14.0 Ａ 設備、備品等の老朽化 維持 維持 計画的な設備・備品の整備
生徒、教職員に安全で快適な学校環境を提
供する。 維持 維持 × ○

5.0 5.0 4.0 14.0 Ａ 問題なし（義務的経費） 維持 維持 継続（義務的経費）
学校と連携を図り、学校運営の課題など必
要に応じ対応する。 維持 維持 × ○

5.0 5.0 4.0 14.0 Ａ 問題なし 維持 維持 今後も継続 生徒の健康を維持、増進する。 維持 維持 ×

3.0 3.0 3.0 9.0 Ｂ 安全且つ効率的な運行計画が必要 維持 維持 日々運行計画の改善が必要

安全を第一に運行する。老朽車両１台を更
新する。乗車する児童生徒酢や学校授業に
おける使用を勘案し、更新車両の規格を決
定する。

縮小 維持 × ○B B B B

A A A B

A A A B

A A A B

A A A A

A A A B

A A A A
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く
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部
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り
結
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つ
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結
び
つ
か
な
い

目
標

結
果

達
成
度
％

少数
以下
切捨

達
成
度
％

少数
以下
切捨

前年
Ｈ24
決算

無い
場合

-

Ｈ25
決算

成果指標or活動指標
(アンケート結果を使用するものは確定後記入)

決　算　額　（千円）
（固まってないものは確定後入力）

決 算 額 の 内 訳

事業の実施に
対する住民の
ニーズの傾向
はどうか。

事業は施策目
標の達成又は
法令根拠等に
結びつくか。

　
そ
の
他
特
定
財
源

　
一
般
財
源

　
地
方
債

事
業
番
号

事　業　名 対　象 目　　的

対象をどのような
手段を使って、ど
うしたいか記載

手段＋意図

主な事業実績
（箇条書き）

目的達成にために行った
事務・事業内容を記載

成果指標
or

活動指標

１　次　評　価　（事務担
平成25年度　事務事業評価台帳

①必要性

課
　
名

グ
ル
ー
プ
名

記
入
者
名

事
業
分
類

（
４
分
類

）

施
策
番
号

施
策
名

測定方法

（単位）

計画（ＰＬＡＮ）＋実施状況（ＤＯ）

事　業　概　要
住民ﾆｰｽﾞ 事業計画

　
国
・
道
交
付
金

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

坂
下
佳
則

共通 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1003
0105

中学校スクールカ
ウンセラー室整備
事業

中
学
生

中学生の各種相談
のため

カウンセラー室整備 部屋の改修 部屋の改修 1 1 100% - - 978 0 0 0 978

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

高
橋
泰
之

共通 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1003
0201

中学校教育推進事
業

町
内
中
学
生

町立中学校の充実し
た教育の実践

中学校授業の運営経費
総合的な学習の
時間の推進率

推進事業計画書
の予算額に対す
る推進事業実績
報告書の予算執
行額の割合

58 100% 4,835 5,903 600 0 0 5,303

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

浅
田
由
美
子

共通 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1003
0202

中学校特別支援教
育事業

特
別
支
援
教
育
を
必
要
と
す
る
生
徒

特別支援教育が対
象としてきた児童に
加え、通常の学級に
在籍する障害のある
児童の自立等に向
け、その一人一人の
教育的ニーズを把握
し、その持てる力を
高め、生活又は学習
上の困難を改善し、
又は克服するため
に、適切な教育及び
指導を通じて必要な
支援を行うこと。

特別支援教育を円滑に推進し
た。

就学校での継続
就学又は卒業の
率

特別支援教育学
級在籍生徒及び
特別支援教育必
要生徒の当該就
学校での進級又
は卒業の生徒数
を学齢簿で確認
する。

3 100% 411 2,784 2,697 0 0 87

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

高
橋
泰
之

共通 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1003
0203

課外活動事業

町
内
中
学
生

課外活動を通じ、運
動や文化活動により
心身の形成を養い、
健全な生活態度と責
任感の育成に努め
る。

課外活動運営経費
課外活動参加率

課外活動参加者
数／全生徒数

188 82% 3,580 4,325 0 0 500 3,825

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

高
橋
泰
之

共通 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1003
0204

中学校教育充実指
導講師配置事業

中
学
生

10教科すべてにおい
て、指導教科免許を
有する教員の配置を
し適正な授業を行
う。

教育充実講師1人の雇用
社会科

各教科、領域等
の年間授業時数
（標準時数）に対
する年間総実施
授業時数の割合

標準時数／実施
授業時数

2940 105% 2,309 2,304 0 2,290 0 14

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

坂
下
佳
則

共通 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1003
0205

外国青年招致事業
全
町
民

本町における、外国
語教育の充実及び
地域レベルの国際交
流の進展を図ること
を通して、諸外国に
ついての理解の増進
及び本町の国際化を
推進する。

・外国青年1名を配置。
・小中学校における外国語の授
業を補助した。

英会話教室受講
者数による英会
話教室の受講率

英会話教室記録
簿による英会話
教室の受講者数

1000 718 71% 71% 4,472 5,070 0 0 0 5,070

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

浅
田
由
美
子

共通 5101

学
校
教
育
環
境
の
充
実

5101
-

1003
0206

中学校就学援助事
業

町
内
中
学
生
の
保
護
者

経済的理由によって
就学困難な生徒の
保護者及び特別支
援学級に在籍する生
徒の保護者に対して
必要な援助を行い、
義務教育の円滑な
実施を行う。

要保護２人、準要保護30人 受給認定率
受給認定者数／
申請者数

24 91% 1,525 1,827 0 0 0 1,827 A A

B B

A A

A A

A A

A A

A A



問題・課題点の説明  改善策の説明
施策
評価
指示

　　　　　　改善策の説明

A B C D A B C D A B C D A B C D
5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点

十
分
に
達
成

概
ね
達
成

順
調
で
は
な
い

達
成
で
き
て
い
な
い

事
業
内
容
は
妥
当

概
ね
妥
当

検
討
の
余
地
は
あ
る

見
直
し
が
必
要

町
主
体
事
務
又
は
活
用
済

町
主
体
が
望
ま
し
い

検
討
の
余
地
あ
り

十
分
可
能
で
あ
る

十
分
削
減
済
み
で
あ
る

概
ね
効
率
的

検
討
の
余
地
は
あ
る

十
分
可
能
で
あ
る

　問題・課題点を箇条書
き

拡充
維持
縮小
休廃
終了

拡大
維持
縮小
休廃
終了

　総合評価「視点の判定」と
「課題・問題点」を踏まえ
て、今後の方向性を箇条書き 拡充

維持
縮小
休廃
終了

拡大
維持
縮小
休廃
終了

　
①
必
要
性

成果 ｺｽﾄ

　
ロ
ー
リ
ン
グ
　
計
上
は
○

民間活用によ
る事業の効率
化・経費削減
は可能か。

実施状況 事業内容 民間活用 経費削減

　
②
有
効
性

　
③
効
率
性

総　合　評　価
視点

◎
最重点
○重点
△縮小
▼廃止
－なし

事業の見直し、
統廃合による
経費削減は可
能か。

計画どおり実
施できたか。成
果指標は達成
できたか。

目標達成のた
めの手法・内
容は妥当か。

　
合
計
点
数

成果 ｺｽﾄ

　
委
託
等
に
よ
る
改
善
　
○
×

方向性

今後の方向性（平成27年度予算へ）

改善の方向性（ＡＣＴＩＯＮ）
２次評価（担当Ｇ長が記入）

①事務事業の１次評価、施策評
価の２次評価を踏まえ、次年度
へ改善策を記入。
②委託等による事務の効率化、
業務量の改善を検討し記入。
　記入例
　①・・・・・・・・・。
　②・・・・・。

当者が記入）

今後の方向性

方向性

②有効性 ③効率性

評価（ＣＨＥＣＫ）

Ａ計画通り進め
　ることが妥当
Ｂ進め方に改善
　が必要
Ｃ規模・内容・
　実施主体の見
　直しが必要
Ｄ事業の統合・
　休廃止の検討
　が必要

視点の判定

80%

以

80%

～

50%

50%

～

30%

30%

以

80%

以

80%

～

50%

50%

～

30%

30%

以

5.0 5.0 5.0 15.0 Ａ 問題なし 終了 終了
児童生徒、保護者などの精神的不安な
どを回収する手段として専門知識を有す
るカウンセラーを継続し配置する。

－ 終了 終了 終了

5.0 5.0 5.0 15.0 Ａ 特になし 維持 維持
町立学校の円滑で効果的な運営を推進
するため、必要に応じた手法、予算措置
を継続する。

○

・学習の基礎、基本を確実に定着させ、学習
上のつまずきを解消することを目的に学習
支援サポーターを中学校に配置し、ティーム
ティーチング指導、習熟度別指導など、きめ
細かな指導を継続する。

拡充 拡大 × ○

5.0 5.0 5.0 15.0 Ａ 特になし 維持 維持
・生徒の障害に応じた教育を行う。
・インクルーシブ教育構築モデル事業を
次年度も継続する。

○

支援員を配置し、個々の生徒に応じた特別
支援教育を進める。校内研修を中心に専門
的知識の習得に努める。

インクルーシブ教育構築モデル事業を継続
して実施するため、採択をめざし申請する。

維持 維持 ×

5.0 5.0 5.0 15.0 Ａ 特になし 維持 維持 生徒の心身の健全ない育成のため継続
生徒の心と体の健全な育成を目的に継続す
る。 維持 維持 × ○

5.0 5.0 5.0 15.0 Ａ 特になし 維持 維持
より理解しやすい授業の実施を目指す。
免許外講師の解消を図る。

分かる授業を推進し、免許外指導を解消す
るため、継続する。 維持 維持 ×

3.0 3.0 0.5 6.5 Ｄ ・民間活用
・小学校への配置 維持 維持

・民間活用へのシフト
・小学校英語授業の在り方の検討

・民間事業者移行への検討
・小学校の外国語教育に係る教育課程の確
立。

維持 維持 ○

5.0 5.0 5.0 15.0 Ａ 特になし 維持 維持
ひとり親世帯の経済的支援により義務
教育を平等に受けることのできる環境の
提供を維持する。

ひとり親世帯の経済的支援により義務教育
を平等に受けることのできる環境の提供を
継続する。

維持 維持 ×A A A A

B B D C

A A A A

A A A A

A A A A

A A A A

A A A A
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１　次　評　価　（事務担
平成25年度　事務事業評価台帳

①必要性

課
　
名

グ
ル
ー
プ
名

記
入
者
名

事
業
分
類

（
４
分
類

）

施
策
番
号

施
策
名

測定方法

（単位）

計画（ＰＬＡＮ）＋実施状況（ＤＯ）

事　業　概　要
住民ﾆｰｽﾞ 事業計画

　
国
・
道
交
付
金

教
育
委
員
会

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

越
智
美
雄

維持 5102

学
校
給
食
の
充
実

5102
-

1005
0301

学校給食センター
管理事業

幼
稚
園
・
小
中
学
校
・
農
業
高
校
の
児
童

生
徒

安定的に学校給食を
提供するため、各機
械設備を適正に維持
管理することにより、
トラブルの未然防止
を図り、機械設備の
長寿命化に努める。

蒸気ボイラー劣化部品交換作業
等　厨芥処理設備等修繕
食器洗浄機修繕
ドライ式作業台・移動シンク購入
機械設備の保守点検委託

13,919 21,034 0 0 0 21,034

教
育
委
員
会

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

越
智
美
雄

共通 5102

学
校
給
食
の
充
実

5102
-

1005
0302

学校給食提供事業

幼
稚
園
・
小
中
学
校
・
農
業
高
校
の
児
童

生
徒

幼稚園・小中学校、
高校児童生徒に対
し、栄養バランスに
配慮した衛生的、且
つ地場農産物や加
工製品を活用した学
校給食を提供する。
又、学校給食配送に
ついては、食中毒等
事故に注意のうえ安
全で衛生的な配送に
努める。

学校給食センター稼動日数　203
日

地場産生鮮野菜
の学校給食使用
割合

町内産生鮮野菜
/全生鮮割合（重
量ベース）

50 28.1 56% 52% 58,672 97,649 0 0 39,828 57,821

教
育
委
員
会

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

越
智
美
雄

共通 5102

学
校
給
食
の
充
実

5102
-

1005
0303

学校給食扶助費交
付事業

町
内
小
中
学
校
の
保
護
者

経済的理由により学
校給食費の支払が
困難な世帯の保護
者に対し学校給食費
の援助を行い、児童
生徒に学校給食を提
供することにより、義
務教育の円滑な推
進を目的とする。

扶助費認定児童生徒数　88人
学校給食費支給人数　88人
（小学校　57人・197日）
（小学校　1人・45日）
（中学校　30人・192日）

準要保護世帯の
小中学校児童生
徒の学校給食支
給人数及び提供
率。

準要保護世帯の
学校給食支給人
数及び提供額。

100 100 100% 100% 4,005 4,012 0 0 0 4,012

教
育
委
員
会

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

越
智
美
雄

維持 5102

学
校
給
食
の
充
実

5102
-

1005
0304

学校給食センター
増設事業

雨
竜
町
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒

Ｈ27年度からの雨竜
町との学校給食共同
実施に向けて、雨竜
町児童・生徒の食
器、食缶等の消毒保
管庫を設置するた
め、給食センター増
築工事の実施設計
を委託する。

学校給食センター増築工事実施
設計委託業務　Ｈ26.1.10支払
委託期間　Ｈ25.4.30～Ｈ25.12.20
用途地域等建築許可申請手数料
Ｈ25.12.6支払
建築確認申請手数料
Ｈ26.1.17支払

ー 2,580 0 0 2,580 0

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

寺
田
佳
正

共通 5201

社
会
教
育
活
動
の
推
進

5201
-

1004
0101

社会教育委員活動
事業

社
会
教
育
委
員

社会教育法により、
教育委員会に対し社
会教育に係る助言を
行う。

社会教育委員の会　３回
社会教育委員の
会の出席率

実出席数/会開
催数×７人

69 86 125% 88% 448 179 0 0 0 179

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

池
田
雄
介

共通 5201

社
会
教
育
活
動
の
推
進

5201
-

1004
0103

成人式開催事業
新
成
人

成人式を開催し、次
代を担う新成人に対
し、成人の責任と郷
土愛を深める。

新成人64名参加
（対象70名、91.4）

出席率　出席者/
該当者

式典及び交流会
へ参加すること
で新成人として
認識をした割合。
（意識調査未実
施のため、新成
人への関心の度
合いとして該当
者の内で式典及
び交流会へ参加
した者の割合と
する。）

70 64 91% 88% 213 231 0 0 0 231

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

池
田
雄
介

共通 5201

社
会
教
育
活
動
の
推
進

5201
-

1004
0104

体験学習推進事業

町
内
小
中
学
生

青少年を持つ親へは
家庭教育のあり方の
研修機会と学校休業
日の拡大に伴い、青
少年の学校外活動
の場や機会を提供
し、各種体験学習を
推進する。

親子ふれあい造形教室
子ども絵画教室
キッズ体験事業
通学合宿

体験･学習機会
への参加。

参加率 75 75 100% 103% 117 810 0 0 681 129 A A

A A

B A

A A

A A

A A

A A



問題・課題点の説明  改善策の説明
施策
評価
指示

　　　　　　改善策の説明

A B C D A B C D A B C D A B C D
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し
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余
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十
分
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能
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る

　問題・課題点を箇条書
き

拡充
維持
縮小
休廃
終了

拡大
維持
縮小
休廃
終了

　総合評価「視点の判定」と
「課題・問題点」を踏まえ
て、今後の方向性を箇条書き 拡充

維持
縮小
休廃
終了

拡大
維持
縮小
休廃
終了

　
①
必
要
性

成果 ｺｽﾄ

　
ロ
ー
リ
ン
グ
　
計
上
は
○

民間活用によ
る事業の効率
化・経費削減
は可能か。

実施状況 事業内容 民間活用 経費削減

　
②
有
効
性

　
③
効
率
性

総　合　評　価
視点

◎
最重点
○重点
△縮小
▼廃止
－なし

事業の見直し、
統廃合による
経費削減は可
能か。

計画どおり実
施できたか。成
果指標は達成
できたか。

目標達成のた
めの手法・内
容は妥当か。

　
合
計
点
数

成果 ｺｽﾄ

　
委
託
等
に
よ
る
改
善
　
○
×

方向性

今後の方向性（平成27年度予算へ）

改善の方向性（ＡＣＴＩＯＮ）
２次評価（担当Ｇ長が記入）

①事務事業の１次評価、施策評
価の２次評価を踏まえ、次年度
へ改善策を記入。
②委託等による事務の効率化、
業務量の改善を検討し記入。
　記入例
　①・・・・・・・・・。
　②・・・・・。

当者が記入）

今後の方向性

方向性

②有効性 ③効率性

評価（ＣＨＥＣＫ）

Ａ計画通り進め
　ることが妥当
Ｂ進め方に改善
　が必要
Ｃ規模・内容・
　実施主体の見
　直しが必要
Ｄ事業の統合・
　休廃止の検討
　が必要

視点の判定

80%

以

80%

～

50%

50%

～

30%

30%

以

80%

以

80%

～

50%

50%

～

30%

30%

以

5.0 5.0 4.0 14.0 Ａ

学校給食施設は建設から12年が経
過しており、各機械設備を定期的に
点検、修繕を行い、適正に維持管理
することにより、児童生徒への学校
給食を確実に提供できる。

拡充 拡大
雨竜町との学校給食の共同実施に向
け、施設設備の更新・修繕等を計画的に
実施する。

－
①雨竜町との学校給食の共同実施に向け、
施設設備の更新、修繕等を計画的に実施す
る。

拡充 拡大 × ○

5.0 4.0 4.0 13.0 Ａ
児童生徒の心身の健康のため、栄
養価のある安全安心な学校給食の
提供を行う。

維持 維持
地場産食材を活用し、児童生徒に対し
食育を推進しながら安全安心な学校給
食を提供する。

○

①雨竜町への給食提供が加わり、給食事業
の充実強化を図るため、給食センター臨時
職員（調理員）に係る勤務体制、賃金単価の
改定等の見直しを検討する。

拡充 拡大 × ○

5.0 5.0 4.0 14.0 Ａ 準要保護児童生徒の学校給食費を
扶助する。 維持 維持

準要保護世帯の経済的支援を継続す
る。 －

①準要保護児童生徒の学校給食費を扶助
することにより、当該世帯の経済的支援を継
続する。

維持 維持 ×

5.0 5.0 4.0 14.0 Ａ
特に問題はないが、学校給食共同
実施に向けて、雨竜町との連携を蜜
にする必要がある。

終了 終了

雨竜町との学校給食の共同実施に向
け、給食センター増築工事、雨竜町児童
生徒の什器等備品購入を計画的に実施
する。（平成26年度で終了見込）

－

①雨竜町との学校給食の共同実施に向け、
給食センター増築工事、雨竜町児童生徒の
什器備品購入を計画的に実施する。（平成
26年度で終了見込）

終了 終了 ×

4.0 4.0 4.0 12.0 Ａ
教育委員会から出される資料に対し
ての意見徴収がメインとなってしまっ
ている。

維持 維持
新たな観点からの提言を引き出せるよう
な会の運営を検討していく。 －

①第６期新十津川町社会教育実施計画に
基づき事業を検証し、提言を行ってもらう。

②委託等不可

維持 維持 ×

5.0 4.0 3.0 12.0 Ａ
式典後、新青協主催による交流会を
実施しているが、将来的に成人対象
者自信による自主的な運営の可否
も模索する必要がある。

維持 維持
成人としての自覚を持つとともに、節目と
して思い出に残る式典としていく。 －

①旧友との再会を喜びあえるよう、また、成
人として自覚を促せるような式の運営に努め
る。

②一般のイベントとは異なり、参加者一同で
成人者を祝うという式典であることから不
可。

維持 維持 ×

5.0 4.0 3.0 12.0 Ａ
通学合宿については、学校現場や
関係機関の理解と連携をより強化し
ていく必要がある。 維持 維持 適宜、十分な協議を経て実施する。 ○

①基本的な生活習慣や家庭学習習慣の定
着化を推進させる。

②委託等不可

維持 維持 × ○A B B B

A B B B

B A B A

A A A B

A A A B

B A A B

A A A B



前
年

Ｈ24
A B C D A B C D
5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点

ニ
ー
ズ
は
高
い

横
ば
い
で
あ
る

減
少
・
低
下

ほ
と
ん
ど
な
い

結
び
つ
く

一
部
結
び
つ
く

あ
ま
り
結
び
つ
か
な
い

結
び
つ
か
な
い

目
標

結
果

達
成
度
％

少数
以下
切捨

達
成
度
％

少数
以下
切捨

前年
Ｈ24
決算

無い
場合

-

Ｈ25
決算

成果指標or活動指標
(アンケート結果を使用するものは確定後記入)

決　算　額　（千円）
（固まってないものは確定後入力）

決 算 額 の 内 訳

事業の実施に
対する住民の
ニーズの傾向
はどうか。

事業は施策目
標の達成又は
法令根拠等に
結びつくか。

　
そ
の
他
特
定
財
源

　
一
般
財
源

　
地
方
債

事
業
番
号

事　業　名 対　象 目　　的

対象をどのような
手段を使って、ど
うしたいか記載

手段＋意図

主な事業実績
（箇条書き）

目的達成にために行った
事務・事業内容を記載

成果指標
or

活動指標

１　次　評　価　（事務担
平成25年度　事務事業評価台帳

①必要性

課
　
名

グ
ル
ー
プ
名

記
入
者
名

事
業
分
類

（
４
分
類

）

施
策
番
号

施
策
名

測定方法

（単位）

計画（ＰＬＡＮ）＋実施状況（ＤＯ）

事　業　概　要
住民ﾆｰｽﾞ 事業計画

　
国
・
道
交
付
金

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

寺
田
佳
正

共通 5201

社
会
教
育
活
動
の
推
進

5201
-

1004
0107

児童・生徒母村交
流事業

町
内
児
童
生
徒
・
教
職
員

本町誕生の歴史的
背景を体験的に学習
するとともに、母村と
の交流を深める。

H23.7.23～H23.7.26
小学生21名、中学生２名の派遣

参加した両町村
の児童生徒が互
いに交流するこ
とで知識を深め、
認識を新たにす
る。

参加者数 28 23 82% 103% 1,421 1,234 0 0 0 1,234

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

山
下
朋
之

共通 5201

社
会
教
育
活
動
の
推
進

5201
-

1004
0108

青年母村交流事業

新
十
津
川
町
青
年
協
議
会
会
員

相互に訪問し研修す
ることで、青年団活
動の推進方策と地域
の発展に果たす青年
団活動の役割を学
ぶとともに交流を図
る。

Ｈ26.2.14～H26.2.16
村青年５名、引率１名を受け入れ

受入れに携わっ
た本町青年団会
員が、母村青年
団との交流を図
りながら青年団
活動の役割を再
認識する。

母村青年団と交
流した本町青年
団の人数

5 5 100% 80% 241 257 0 0 0 257

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

池
田
雄
介

簡易 5201

社
会
教
育
活
動
の
推
進

5201
-

1004
0109

社会教育活動推進
事業

担
当
職
員

職員研修や資料の
確保をし、社会教育
事業の活動の効率
的な推進を図る。

全道研、SSKK.中空知社会教育
関係職員連絡会、生涯学習関連
研修会、道央ブロック社会教育研
修会

692 843 0 0 0 843

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

山
下
朋
之

維持 5201

社
会
教
育
活
動
の
推
進

5201
-

1004
0110

青年会館管理運営
事業

青
年
団
体
会
員
及
び
町
青
年

青年の健全な育成と
情操及び青年間の
交流、地域社会との
交流を助長するため
の青年会館の管理
運営を行う。

会館指定管理委託 126 126 0 0 0 126

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

池
田
雄
介

維持 5201

社
会
教
育
活
動
の
推
進

5201
-

1004
0111

農村環境改善セン
ター管理事業

全
町
民

利用者が快適に利
用できるように施設
を適正に管理する。

保守等業務委託、修繕等 11,386 26,595 0 0 748 25,847

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

池
田
雄
介

負担金
補助金

5201

社
会
教
育
活
動
の
推
進

5201
-

1004
0114

新十津川町ＰＴＡ
連合会支援事業

0

新十津川町の児童
生徒の健全育成を
図るため各単位ＰＴＡ
が連携・強力して研
修を深め、地域に根
付いたＰＴＡ活動の
充実と発展を期すた
め。

56 56 0 0 0 56

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

池
田
雄
介

負担金
補助金

5201

社
会
教
育
活
動
の
推
進

5201
-

1004
0115

新十津川町女性団
体連絡協議会支援
事業

女
性
団
体
会
員

新十津川町在住の
女性が明るく住み良
い町づくりを目指し
て、各種団体の連携
を深め、実践活動に
努める。効果として、
会員相互の親睦を
図るとともに、女性と
しての意識向上、町
民としての意識向上
を得る。

学習会、研修等のほか、町内各
種イベント支援

156 156 0 0 0 156

B A

B A

B A

B A
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　問題・課題点を箇条書
き

拡充
維持
縮小
休廃
終了

拡大
維持
縮小
休廃
終了

　総合評価「視点の判定」と
「課題・問題点」を踏まえ
て、今後の方向性を箇条書き 拡充

維持
縮小
休廃
終了

拡大
維持
縮小
休廃
終了

　
①
必
要
性

成果 ｺｽﾄ

　
ロ
ー
リ
ン
グ
　
計
上
は
○

民間活用によ
る事業の効率
化・経費削減
は可能か。

実施状況 事業内容 民間活用 経費削減

　
②
有
効
性

　
③
効
率
性

総　合　評　価
視点

◎
最重点
○重点
△縮小
▼廃止
－なし

事業の見直し、
統廃合による
経費削減は可
能か。

計画どおり実
施できたか。成
果指標は達成
できたか。

目標達成のた
めの手法・内
容は妥当か。

　
合
計
点
数

成果 ｺｽﾄ

　
委
託
等
に
よ
る
改
善
　
○
×

方向性

今後の方向性（平成27年度予算へ）

改善の方向性（ＡＣＴＩＯＮ）
２次評価（担当Ｇ長が記入）

①事務事業の１次評価、施策評
価の２次評価を踏まえ、次年度
へ改善策を記入。
②委託等による事務の効率化、
業務量の改善を検討し記入。
　記入例
　①・・・・・・・・・。
　②・・・・・。

当者が記入）

今後の方向性

方向性

②有効性 ③効率性

評価（ＣＨＥＣＫ）

Ａ計画通り進め
　ることが妥当
Ｂ進め方に改善
　が必要
Ｃ規模・内容・
　実施主体の見
　直しが必要
Ｄ事業の統合・
　休廃止の検討
　が必要

視点の判定

80%

以

80%

～

50%

50%

～

30%

30%

以

80%

以

80%

～

50%

50%

～

30%

30%

以

4.0 5.0 4.0 13.0 Ａ
毎年、中学生の参加が少なく、その
分小学生へ参加枠を動かしている状
況にある。

維持 維持
学校を通じて中学生の未訪問者に周知
を行っていく。 －

①中学生より小学生の参加希望が多いた
め、人数配分等を見直す。

②委託等不可

維持 維持 ×

4.0 5.0 3.0 12.0 Ａ

受入事業については、主体的な活動
ができている。
交流を通じて母村青年との心の交流
も図られており、両町村の絆の強ま
りの一助となっている。
しかし、訪問については、会員の構
成等から研修団結成に苦慮してい
る。

維持 維持

次年度は、訪問の年度であるが、本町
青年は研修に行きたい思いがあるのと
裏腹に仕事の都合等で行けないままに
なっている会員が多い。
早めの日程調整で、研修に行くことが実
現できる余地があることから、行政として
も日程調整段階からサポートしていく。

－

①本町の生い立ちを知るうえで、非常に有
用な機会であることから、継続して実施す
る。

②委託等不可

維持 維持 × ○

管内各市町の社会教育担当職員で
構成されるＳＳＫＫ（空知社会教育研
究協議会）の研修会については、事
務局を担当した市町村に大きな負担
がかかる状況

維持 維持
ＳＳＫＫ主催の研修会の持ち方につい
て、担当となる市町の負担とならない形
になるよう組織改編を検討していく。

－

①道教委から社会教育主事（スポーツ）の派
遣を受けており、研修等の確保が条件となっ
ていることから、所要の費用を確保する必要
がある。

②委託等不可

維持 維持 × ○

4.0 3.0 4.0 11.0 Ｂ

一般の利用は少ないが、保健福祉
課所管事業で定期的な利用がある。
青年団体としては、総会等の諸会
議、町内イベントの参加打合せなど
で利用している。

維持 維持

新青協としては、会館を活動拠点とする
ため、次回も指定管理を受けたい意向で
あるため、それ以降の管理方法、修繕
箇所等をまとめていく必要がある。

－

①引き続き指定管理を希望しているので、継
続して委託する予定であるが、放課後児童
クラブとの兼ね合いも精査しながら進める。

②指定管理済

維持 維持 ×

4.0 4.0 4.0 12.0 Ａ 施設が老朽化しており、今後も修繕
等が必要である。 維持 維持

町民のコミュニティーの場となっており、
計画的な修繕の他、安全に配慮し、適宜
対応していく

－

①社会教育活動や文化活動の根幹ともいえ
る仲間が集う「場」の提供という観点から、非
常に設置意義が高い。
粛々と現行の管理を継続していく。

②庁舎の耐震化事業によって教育委員会の
事務所機能が判明してから判断する。

維持 維持 × ○

自主的、活発的な活動が望まれる。 維持 維持
青少年健全育成の集いの共催など、よ
り積極的な運営ができるようすすめてい
く。

－

①現行のまま、所要な財政的な支援を継続
する。

②委託等不可

維持 維持 ×

高齢などの原因から、今後、会員の
減少が予想される。 維持 維持

女連協の活動は、地域ごとの単会組織
の存在が大前提であることから、各地域
の活動を優先的に考えつつ、各単位会
員間の横のつながりを強化していく。

－

①地域女性団体活動の支障にならないよう
に支援していく。

②委託等不可

維持 維持 ×

A B A B

B B A B

A A B B

A A B A
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事業の実施に
対する住民の
ニーズの傾向
はどうか。

事業は施策目
標の達成又は
法令根拠等に
結びつくか。
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の
他
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定
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般
財
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債

事
業
番
号

事　業　名 対　象 目　　的

対象をどのような
手段を使って、ど
うしたいか記載

手段＋意図

主な事業実績
（箇条書き）

目的達成にために行った
事務・事業内容を記載

成果指標
or

活動指標

１　次　評　価　（事務担
平成25年度　事務事業評価台帳

①必要性

課
　
名

グ
ル
ー
プ
名

記
入
者
名

事
業
分
類

（
４
分
類

）

施
策
番
号

施
策
名

測定方法

（単位）

計画（ＰＬＡＮ）＋実施状況（ＤＯ）

事　業　概　要
住民ﾆｰｽﾞ 事業計画

　
国
・
道
交
付
金

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

山
下
朋
之

負担金
補助金

5201

社
会
教
育
活
動
の
推
進

5201
-

1004
0116

十津川村駅伝大会
派遣事業

町
民
か
ら
選
出
し
た
選
手
団

60回の節目である母
村の駅伝大会に本
町選手団を結成及び
派遣を行い、スポー
ツを通じて母村との
交流を深める。

第60回十津川村駅伝大会への参
加
・H26.1.11開会式
・H26.1.12駅伝大会

0 467 0 0 0 467

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

池
田
雄
介

共通 5202

青
少
年
健
全
育
成
の
充
実

5202
-

1004
0102

学校支援地域本部
事業

青少年健全育成に
かかる指導・啓発を
図る

青少年健全育成の集いの挙動開
催

アドバイザーの
活動件数、計画
数に対する実績

計画事業量・実
施割合

26 26 100% 100% 1,677 1,793 817 0 0 976

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

山
下
朋
之

共通 5202

青
少
年
健
全
育
成
の
充
実

5202
-

1004
0105

シニアリーダー活
動事業

シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
会
員
1
7
人

子ども会の上部リー
ダー組織としての育
成とボランティア団体
としての資質の向上
をはかる。

子ども会活動の支援 参加率
各事業への参加
率　結果事業量/
計画事業量

476 205 43% 41% 60 60 0 0 0 60

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

山
下
朋
之

共通 5202

青
少
年
健
全
育
成
の
充
実

5202
-

1004
0106

青少年文化スポー
ツ元気事業

町
内
小
中
学
生

文化やスポーツを通
じ、少年少女の健全
育成を図ることを目
的とする。

少年団活動の助成
少年団、特別クラブ、部活動のユ
ニフォーム助成

各団体に入会す
る児童の数

本年度加入者数
／前年度加入者
数　　（H19・192
人、H20・185人
Ｈ21　200人
H22　200人
H23　195人
H24　206人
H25　208人）

206 208 100% 105% 587 637 0 0 297 340

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

山
下
朋
之

負担金
補助金

5202

青
少
年
健
全
育
成
の
充
実

5202
-

1004
0113

新十津川町子ども
会育成者連絡協議
会支援事業

子
ど
も
会
会
員

各子ども会育成者の
連絡を強力するとと
もに、全町規模の事
業を開催し、次代を
担う子どもに対して
健全な育成活動を推
進する。

役員会
単位代表者会議（３回）
かるた大会
リーダー研修会
活動負担金

730 756 0 0 0 756

教
育
委
員
会

図
書
館

古
山
富
康

維持 5203

読
書
活
動
の
促
進

5203
-

1004
0401

図書館維持管理事
業

町
民

図書館設備の維持
整備を行い、読書活
動の啓発や学習環
境の場の提供を行
う。

開館から20年を経過し、設備の
老朽化が進行しており、メンテナ
ンスへの対応に努めた。

10,379 16,459 0 0 48 16,411

教
育
委
員
会

図
書
館

古
山
富
康

共通 5203

読
書
活
動
の
促
進

5203
-

1004
0402

図書館運営事業
町
民

　図書館資料を整備
し、図書館を運営す
ることにより、学習機
会や情報の提供を
行う。

図書館の蔵書整備や読書人口の
増加を図る。

利用者数
利用者数／見込
み利用者数

31000 21293 68% 72% 19,121 19,082 0 0 1,000 18,082

A A

B B

A A

A A

A A



問題・課題点の説明  改善策の説明
施策
評価
指示

　　　　　　改善策の説明

A B C D A B C D A B C D A B C D
5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点

十
分
に
達
成

概
ね
達
成

順
調
で
は
な
い

達
成
で
き
て
い
な
い

事
業
内
容
は
妥
当

概
ね
妥
当

検
討
の
余
地
は
あ
る

見
直
し
が
必
要

町
主
体
事
務
又
は
活
用
済

町
主
体
が
望
ま
し
い

検
討
の
余
地
あ
り

十
分
可
能
で
あ
る

十
分
削
減
済
み
で
あ
る

概
ね
効
率
的

検
討
の
余
地
は
あ
る

十
分
可
能
で
あ
る

　問題・課題点を箇条書
き

拡充
維持
縮小
休廃
終了

拡大
維持
縮小
休廃
終了

　総合評価「視点の判定」と
「課題・問題点」を踏まえ
て、今後の方向性を箇条書き 拡充

維持
縮小
休廃
終了

拡大
維持
縮小
休廃
終了

　
①
必
要
性

成果 ｺｽﾄ

　
ロ
ー
リ
ン
グ
　
計
上
は
○

民間活用によ
る事業の効率
化・経費削減
は可能か。

実施状況 事業内容 民間活用 経費削減

　
②
有
効
性

　
③
効
率
性

総　合　評　価
視点

◎
最重点
○重点
△縮小
▼廃止
－なし

事業の見直し、
統廃合による
経費削減は可
能か。

計画どおり実
施できたか。成
果指標は達成
できたか。

目標達成のた
めの手法・内
容は妥当か。

　
合
計
点
数

成果 ｺｽﾄ

　
委
託
等
に
よ
る
改
善
　
○
×

方向性

今後の方向性（平成27年度予算へ）

改善の方向性（ＡＣＴＩＯＮ）
２次評価（担当Ｇ長が記入）

①事務事業の１次評価、施策評
価の２次評価を踏まえ、次年度
へ改善策を記入。
②委託等による事務の効率化、
業務量の改善を検討し記入。
　記入例
　①・・・・・・・・・。
　②・・・・・。

当者が記入）

今後の方向性

方向性

②有効性 ③効率性

評価（ＣＨＥＣＫ）

Ａ計画通り進め
　ることが妥当
Ｂ進め方に改善
　が必要
Ｃ規模・内容・
　実施主体の見
　直しが必要
Ｄ事業の統合・
　休廃止の検討
　が必要

視点の判定

80%

以

80%

～

50%

50%

～

30%

30%

以

80%

以

80%

～

50%

50%

～

30%

30%

以

13歳から67歳の選手団員９名中、７
名が初の訪問であり、幅広い年代に
おいての、母村との交流が実施でき
た。

終了 終了 終了 ▼ 終了 終了 終了

5.0 4.0 3.0 12.0 Ａ
生涯学習に対する学校と地域との関
わりを必要に応じて活用する必要が
ある。

維持 維持
学校のニーズに合った支援内容を協
議、実施していく。 ○

①学校の支援内容を協議し、継続して支援
していく。

②委託等不可

維持 維持 ×

3.0 3.0 4.0 10.0 Ｂ

１年生４人、２年生３人の加入があ
り、合計17人の活動であった。
学校行事や部活動などで参加できな
かった行事もあるが、可能な限り参
加しており、子ども会からも好評であ
る。
会員数の維持、意欲の向上を進め
ていく。

維持 維持

26年度の３年生が半分以上を占めてお
り、27年度に向けて活動の周知を行って
いきたい。
また、自分たちで計画し、自主的な活動
ができるよう仕掛けていく。

－

①子ども会活動に積極的なサポートをする
姿勢が見受けられ、今後も側面的な支援を
進める。

②委託等不可

維持 維持 ×

5.0 4.0 4.0 13.0 Ａ

現在活動している団体は、積極的に
活動しており、子どもの健全育成に
大きく寄与している。
町内ニーズとしては、やりたい種目
が無い場合があること、少年団はあ
るが部活動にはない種目があること
など、幼少期から中学卒業までの連
動性をどのようにフォローするかが
課題である。

維持 維持
今後も支援を継続し、子どもの健全育成
を進めていくこととする。 －

①少年団活動の活性化を図るため、ユニ
フォーム助成や活動費助成の拡充を行う。

②委託等不可

維持 拡大 × ○

町内の子どもの健全育成を担う重要
な団体である。単位会によっては、
子どもの減少と加入率の低下によ
り、活発な活動が困難になってきて
いる。

維持 維持
役員と単位会とのつながりを密にし、組
織全体での意識統一や、連絡体制を
とっていくことが望ましい。

－

①シニアリーダーの協力のもと、子ども会へ
の加入促進を視野に入れつつ、継続した支
援を進めていく。

②委託等不可

維持 維持 ×

5.0 5.0 5.0 15.0 Ａ
施設維持のための暖房燃料や電力
料金などの上昇が見込まれ、維持
管理に限界がある。

維持 維持
施設の老朽化と設備の更新の両面を見
ながら維持管理に努めなければならな
い。

－
①備品や設備の老朽化に対応するための
修繕を進める。 維持 維持 × ○

5.0 4.0 5.0 14.0 Ａ

隣接市で図書館を移設オープンさせた
ため、町外の来館者が大幅に減少して
いる。
反面、町内利用者は少しであるが年々
増加しており、貸出冊数も増える傾向
を示している。

維持 維持
町内利用者の読書啓発活動等の充実を
図り、読書習慣の助長を図る必要があ
る。

－
①図書館職員のより一層のスキルアップを
図る。 維持 維持 × ○

A A A A

B A A B

B B A B

B A A A

A B B B
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１　次　評　価　（事務担
平成25年度　事務事業評価台帳

①必要性

課
　
名

グ
ル
ー
プ
名

記
入
者
名

事
業
分
類

（
４
分
類

）

施
策
番
号

施
策
名

測定方法

（単位）

計画（ＰＬＡＮ）＋実施状況（ＤＯ）

事　業　概　要
住民ﾆｰｽﾞ 事業計画

　
国
・
道
交
付
金

教
育
委
員
会

図
書
館

古
山
富
康

共通 5203

読
書
活
動
の
促
進

5203
-

1004
0403

図書館利用促進事
業

町
民

図書館に対する理解
と関心を深める

子どもの読書活動を促進・啓発す
るための特別行事を行う音が出
来た。

行事参加率 参加者／目標数 3500 3316 95% 100% 528 623 0 0 0 623

教
育
委
員
会

図
書
館

古
山
富
康

共通 5203

読
書
活
動
の
促
進

5203
-

1004
0404

絵本ふれあい事業

３
・
４
か
月
児

親子のふれあいの
時間を絵本をとおし
て支援する。

「家庭から親子で読書」を推進す
るため、乳幼児からの読書の大
切さを啓発できた。

参加者数
参加者数/対象
者数

38 33 87% 90% 93 66 0 0 0 66

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

寺
田
佳
正

維持 5204

文
化
活
動
の
促
進

5204
-

1004
0112

新十津川アートの
森管理事業

一
般

芸術作品を保存、管
理し、公開する。

敷地草刈　２回
カメムシ駆除　２回
施設雪庇除雪　２回

345 259 0 0 0 259

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

池
田
雄
介

共通 5204

文
化
活
動
の
促
進

5204
-

1004
0201

文化活動推進事業
一
般

町民文化活動の成
果を発表する場を提
供し、文化意識を高
めるとともに文化活
動の活性化を図る。

文化祭及び音楽祭の開催支援
舞台芸術会議参加 参加者数

実参加者数／計
画参加者数

1200 1238 103% 110% 338 318 0 0 0 318

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

池
田
雄
介

共通 5204

文
化
活
動
の
促
進

5204
-

1004
0202

芸術鑑賞事業
一
般

町民に優れた舞台
芸術の鑑賞機会を
提供し、豊かな心を
育てる。

EZO'nコンサート
1966カルテット
室内楽名曲コンサート
ウルトラマンライブ

入場者200人以
上の鑑賞事業数

入場者200人以
上の鑑賞事業数
／実開催鑑賞事
業数

4 4 100% 100% 2,911 3,489 0 2,100 1,150 239

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

寺
田
佳
正

負担金
補助金

5204

文
化
活
動
の
促
進

5204
-

1004
0203

伝統芸能継承団体
活動支援事業

伝
統
芸
能
継
承
者

伝統芸能の保存と伝
承活動の推進

活動経費の助成による支援
　獅子神楽保存会
　おどり保存会

370 370 0 0 0 370

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

池
田
雄
介

負担金
補助金

5204

文
化
活
動
の
促
進

5204
-

1004
0204

文化活動団体支援
事業

文
化
活
動
す
る
団
体

町の音楽文化の振
興と町民の文化意識
の高揚を図る。

町の音楽団体、文化団体への支
援（補助金支出）

249 218 0 0 0 218

A A

D B

A A

A A

A A



問題・課題点の説明  改善策の説明
施策
評価
指示

　　　　　　改善策の説明

A B C D A B C D A B C D A B C D
5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点

十
分
に
達
成

概
ね
達
成

順
調
で
は
な
い

達
成
で
き
て
い
な
い

事
業
内
容
は
妥
当

概
ね
妥
当

検
討
の
余
地
は
あ
る

見
直
し
が
必
要

町
主
体
事
務
又
は
活
用
済

町
主
体
が
望
ま
し
い

検
討
の
余
地
あ
り

十
分
可
能
で
あ
る

十
分
削
減
済
み
で
あ
る

概
ね
効
率
的

検
討
の
余
地
は
あ
る

十
分
可
能
で
あ
る

　問題・課題点を箇条書
き

拡充
維持
縮小
休廃
終了

拡大
維持
縮小
休廃
終了

　総合評価「視点の判定」と
「課題・問題点」を踏まえ
て、今後の方向性を箇条書き 拡充

維持
縮小
休廃
終了

拡大
維持
縮小
休廃
終了

　
①
必
要
性

成果 ｺｽﾄ

　
ロ
ー
リ
ン
グ
　
計
上
は
○

民間活用によ
る事業の効率
化・経費削減
は可能か。

実施状況 事業内容 民間活用 経費削減

　
②
有
効
性

　
③
効
率
性

総　合　評　価
視点

◎
最重点
○重点
△縮小
▼廃止
－なし

事業の見直し、
統廃合による
経費削減は可
能か。

計画どおり実
施できたか。成
果指標は達成
できたか。

目標達成のた
めの手法・内
容は妥当か。

　
合
計
点
数

成果 ｺｽﾄ

　
委
託
等
に
よ
る
改
善
　
○
×

方向性

今後の方向性（平成27年度予算へ）

改善の方向性（ＡＣＴＩＯＮ）
２次評価（担当Ｇ長が記入）

①事務事業の１次評価、施策評
価の２次評価を踏まえ、次年度
へ改善策を記入。
②委託等による事務の効率化、
業務量の改善を検討し記入。
　記入例
　①・・・・・・・・・。
　②・・・・・。

当者が記入）

今後の方向性

方向性

②有効性 ③効率性

評価（ＣＨＥＣＫ）

Ａ計画通り進め
　ることが妥当
Ｂ進め方に改善
　が必要
Ｃ規模・内容・
　実施主体の見
　直しが必要
Ｄ事業の統合・
　休廃止の検討
　が必要

視点の判定

80%

以

80%

～

50%

50%

～

30%

30%

以

80%

以

80%

～

50%

50%

～

30%

30%

以

5.0 4.0 5.0 14.0 Ａ
高齢化社会の進行に伴いながら、高
齢者の読書意欲が低く、利用増や意
欲を高める啓発が難しい。

維持 維持

図書館行事のＰＲ活動を充実させ、多様
化している趣味や教養の学習の手助け
が出来るサービスを提供することが必要
である。

－

①図書館を利用しやすい環境づくりを進め
る。

②図書情報の発信に努める。

③展示及び行事の開催。

維持 維持 × ○

5.0 5.0 5.0 15.0 Ａ
乳児からの読書習慣の大切さを啓
発することが大切であるが、図書館
に来る親子は理解しており、利用し
ない親子への啓発が難しい。

維持 維持

小学校入学からの読書啓発でなく、乳児
段階での、家庭からの読書習慣を定着
させる啓発を、子育て支援センターと連
携をとり進めることが重要である。

－
①各機関との連携を密にし、読み聞かせの
大切さ、効果をより一層保護者に理解しても
らう。

維持 維持 ×

1.5 3.0 4.0 8.5 Ｃ
施設周辺管理のための事業である
が、指定管理者が一体的に行った
方が効率的に実施できると考えられ
る。

維持 維持
次期の指定管理者決定の際に、一体的
な管理手法をとれないか検討する。 －

①経営的な側面等から事業の継続が非常
に厳しい状況にある。
可能な範囲での支援を実施していく。

②指定管理済

維持 維持 × ○

5.0 4.0 3.0 12.0 Ａ
出演者、出展者が固定化している部
分もあり、より多くの方に発表の機
会を創出する必要がある。

維持 維持
新規の発表、出品の掘りおこしをしてい
く。 ○

①行政として新たな支援方策を検討し、今後
も継続して事業を執り進めていく。

②委託等不可

維持 維持 ×

5.0 4.0 3.0 12.0 Ａ 幅広い対象者が来場できるようにす
る必要がある 維持 維持

アンケート等でニーズを把握するととも
に、様々なジャンルに触れる機会を創出
していく。

－

①音楽協会30周年の大々的な鑑賞事業に
よって、芸術・文化に興味がある町民の掘り
起こしを行う。

②委託等不可

維持 維持 × ○

伝承芸能を保存していく担い手が減
少してきている。 維持 維持

小・中学生のときに獅子神楽、おどりに
携わるきっかけがあるので、これまで同
様、これらの機会をうまく活用していく。

－

①伝承芸能が途絶えることないよう、支援を
進めていく。

②委託等不可

維持 維持 ×

会員の増がなく、活動の活性化が難
しい状況である。 拡充 維持

現状を維持しつつ、今後の支援の拡充
も検討していく。 －

①文化団体の活動を継続させるため、これ
までと同様支援を行っていく。

②委託等不可

維持 維持 ×

B B

A B B B

A C A B

A B

B A A A

A A A A



前
年

Ｈ24
A B C D A B C D
5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点

ニ
ー
ズ
は
高
い

横
ば
い
で
あ
る

減
少
・
低
下

ほ
と
ん
ど
な
い

結
び
つ
く

一
部
結
び
つ
く

あ
ま
り
結
び
つ
か
な
い

結
び
つ
か
な
い

目
標

結
果

達
成
度
％

少数
以下
切捨

達
成
度
％

少数
以下
切捨

前年
Ｈ24
決算

無い
場合

-

Ｈ25
決算

成果指標or活動指標
(アンケート結果を使用するものは確定後記入)

決　算　額　（千円）
（固まってないものは確定後入力）

決 算 額 の 内 訳

事業の実施に
対する住民の
ニーズの傾向
はどうか。

事業は施策目
標の達成又は
法令根拠等に
結びつくか。

　
そ
の
他
特
定
財
源

　
一
般
財
源

　
地
方
債

事
業
番
号

事　業　名 対　象 目　　的

対象をどのような
手段を使って、ど
うしたいか記載

手段＋意図

主な事業実績
（箇条書き）

目的達成にために行った
事務・事業内容を記載

成果指標
or

活動指標

１　次　評　価　（事務担
平成25年度　事務事業評価台帳

①必要性

課
　
名

グ
ル
ー
プ
名

記
入
者
名

事
業
分
類

（
４
分
類

）

施
策
番
号

施
策
名

測定方法

（単位）

計画（ＰＬＡＮ）＋実施状況（ＤＯ）

事　業　概　要
住民ﾆｰｽﾞ 事業計画

　
国
・
道
交
付
金

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

寺
田
佳
正

維持 5204

文
化
活
動
の
促
進

5204
-

1004
0301

開拓記念館管理運
営事業

一
般

郷土の歴史的資料、
文化遺産を保存、管
理し、公開する。

受付業務の委託
修繕等、管理

3,104 6,782 771 0 101 5,910

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

齊
藤
伸
一

共通 5205

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進

5205
-

1005
0101

スポーツ推進委員
活動事業

一
般
町
民
か
ら
７
名
を

選
出

（
任
期
は
２
年

）

新十津川町における
スポーツの振興のた
めの指導、助言及び
調整を行なうことを
目的とする。

スポーツ推進委員会議３回
ピンネシリ登山マラソン支援
チャレンジスポーツ事業支援

スポーツの技術
指導や助言を行
うことが目的であ
るので、会議及
び行事、研修に
参加した人数を
成果指標とす
る。

実出席者数／
計画人数

42 31 73% 71% 196 176 0 0 0 176

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

山
下
朋
之

負担金
補助金

5205

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進

5205
-

1005
0102

社会体育推進活動
事業

一
般

町民の体育活動の
振興を図るために、
登山マラソン大会の
支援を行う。
その他、スポーツ少
年団支援のための
役員登録等行う。

第19回ピンネシリ登山マラソン大
会負担金 129 112 0 0 0 112

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

齊
藤
伸
一

共通 5205

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進

5205
-

1005
0103

スポーツ体験学習
推進事業

成
人

、
青
年

、
児
童

スポーツ体験を通じ
スポーツ活動のきっ
かけをつくり、健康増
進を図る。

チャレンジスポーツ事業
小学生スキー教室
親子ＤＥチャレンジ

各事業の参加者
率を成果指標と
する。

実参加者数／
計画人数

135 99 73% 67% 314 167 0 0 0 167

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

伊
賀
嵩
将

共通 5205

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進

5205
-

1005
0104

学校開放事業
町
民

地域のスポーツ振興
のため町内各小学
校の体育館を開放す
る。

小学校
・一輪車サークル
・サッカー少年団
・野球少年団
・バスケット少年団

中学校武道場
・剣道少年団
・尚武会

参加者率を指標
とする。

参加者数／総計
画参加者数（過
去３か年の平均
値）

3610 12201 337% 20% 37 32 0 0 186 -154

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

山
下
朋
之

共通 5205

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進

5205
-

1005
0105

スポーツ指導者養
成事業

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
・
体
育
協
会
加
盟
団

体
及
び
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者

町民のスポーツの振
興を図るべく有資格
の指導者を育成す
る。

パークゴルフ指導員　２名
レクリエーションインストラクター
２名

派遣人数率とす
る。

実派遣人数／計
画派遣人数

5 0 0% 0% 0 26 0 0 0 26

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

池
田
雄
介

共通 5205

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進

5205
-

1005
0106

スポーツ大会参加
助成事業

町
内
の
文
化

、
体
育
団
体
に
所
属
す
る
町

民
ま
た
は
町
内
在
職
者

本町の文化、スポー
ツ活動の振興を図
る。

助成種目
剣道、野球、卓球

団体の頑張った
結果と教委の広
報の結果というこ
とから各団体の
申請回数を成果
指標とする。

申請回数（全国・
全道、招待試合）
／計画事業量
（全国・全道、招
待試合回数）

6 8 133% 133% 583 650 0 0 0 650 A A

B A

A A

A A

B A

B B



問題・課題点の説明  改善策の説明
施策
評価
指示

　　　　　　改善策の説明

A B C D A B C D A B C D A B C D
5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点

十
分
に
達
成

概
ね
達
成

順
調
で
は
な
い

達
成
で
き
て
い
な
い

事
業
内
容
は
妥
当

概
ね
妥
当

検
討
の
余
地
は
あ
る

見
直
し
が
必
要

町
主
体
事
務
又
は
活
用
済

町
主
体
が
望
ま
し
い

検
討
の
余
地
あ
り

十
分
可
能
で
あ
る

十
分
削
減
済
み
で
あ
る

概
ね
効
率
的

検
討
の
余
地
は
あ
る

十
分
可
能
で
あ
る

　問題・課題点を箇条書
き

拡充
維持
縮小
休廃
終了

拡大
維持
縮小
休廃
終了

　総合評価「視点の判定」と
「課題・問題点」を踏まえ
て、今後の方向性を箇条書き 拡充

維持
縮小
休廃
終了

拡大
維持
縮小
休廃
終了

　
①
必
要
性

成果 ｺｽﾄ

　
ロ
ー
リ
ン
グ
　
計
上
は
○

民間活用によ
る事業の効率
化・経費削減
は可能か。

実施状況 事業内容 民間活用 経費削減

　
②
有
効
性

　
③
効
率
性

総　合　評　価
視点

◎
最重点
○重点
△縮小
▼廃止
－なし

事業の見直し、
統廃合による
経費削減は可
能か。

計画どおり実
施できたか。成
果指標は達成
できたか。

目標達成のた
めの手法・内
容は妥当か。

　
合
計
点
数

成果 ｺｽﾄ

　
委
託
等
に
よ
る
改
善
　
○
×

方向性

今後の方向性（平成27年度予算へ）

改善の方向性（ＡＣＴＩＯＮ）
２次評価（担当Ｇ長が記入）

①事務事業の１次評価、施策評
価の２次評価を踏まえ、次年度
へ改善策を記入。
②委託等による事務の効率化、
業務量の改善を検討し記入。
　記入例
　①・・・・・・・・・。
　②・・・・・。

当者が記入）

今後の方向性

方向性

②有効性 ③効率性

評価（ＣＨＥＣＫ）

Ａ計画通り進め
　ることが妥当
Ｂ進め方に改善
　が必要
Ｃ規模・内容・
　実施主体の見
　直しが必要
Ｄ事業の統合・
　休廃止の検討
　が必要

視点の判定

80%

以

80%

～

50%

50%

～

30%

30%

以

80%

以

80%

～

50%

50%

～

30%

30%

以

3.0 3.0 3.0 9.0 Ｂ
平成元年度の入館者3,282人をピー
クに年々減少傾向にあり、平成６年
度から冬期間閉館に伴い更に半減
している。

維持 維持
本町の歴史を紹介する施設として、ま
た、貴重な資料の保存する観点から、現
行の運営を継続することが望ましい。

－
①特別展などにより展示内容を工夫する。

②委託済
維持 維持 ×

4.0 3.0 5.0 12.0 Ａ
・チャレンジスポーツの企画及び事
業運営等を中心に精力的に活動し
た一方で、研修への参加者がいな
かった。

維持 維持
・スポーツ推進委員としての資質向上の
必要性について共通理解を図り、研修
への参加を促進していく。

－

①スポーツの推進に当たっての役割を、より
理解してもらい、活動を進めていく。

②委託等不可

維持 維持 ×

町民の体育振興のため、登山マラソ
ンの支援を実施している。 維持 維持

町民の体育振興に寄与するため、登山
マラソン大会の支援を継続する。26年度
は、20回を迎えるため、記念イベントを
開催する。経費については、実行委員会
にて準備。

－

①ピンネシリ登山マラソン大会の町負担であ
り、継続して支援を行う。

②委託等不可

維持 維持 ×

5.0 4.0 3.0 12.0 Ａ

・今年度より、雨竜町との連携の足
がかりとして、チャレンジスポーツ及
び親子ＤＥチャレンジに雨竜町児童
も参加するよう立案したが、参加者
数が伸び悩んでいる。

拡充 維持
・雨竜町教育委員会との連携をより深化
させることをとおして、雨竜町でのさらな
る周知を図り、認知度を上げていく。

◎

①道教委派遣の社会教育主事と連携のも
と、より充実した体験ができるように工夫し、
進めていく。また、生涯スポーツの検討も行
う。（生涯スポーツ推進事業）

②委託等不可

拡充 拡大 × ○

5.0 4.0 3.0 12.0 Ａ 放課後の出入に正面玄関を使用す
るとセキュリティー面に問題がある。 維持 維持

放課後の出入の際には、学校開放専用
の玄関を利用することを徹底する。 －

①学校と利用団体が使用時間を調整し事業
を進める。

②委託等不可

維持 維持 ×

4.0 2.0 4.0 10.0 Ｃ

スポーツ指導者の育成という目的は
有効であるが、新規の登録料のみ
が対象であり、旅費等も考慮すると
なかなか、資格を取りづらい現状が
ある。登録後も、更新費用がかかる
など、資格を喪失する人も少なくな
く、この制度により資格取得と考える
ような制度内容の検討も必要。

維持 維持
町として、必要な人材を確保するために資格を
指定するなどの検討をする。（保福でレクのイ
ンストラクターの全額助成との整理が必要）

－

①スポーツ振興を図るうえで、資格の有無が
重要であることから、継続して資格取得を奨
励していく。また、助成率については、指導
者の充実を図るため引き上げる。

②委託等不可

維持 拡大 × ○

5.0 3.0 5.0 13.0 Ａ
全国及び全道大会参加にかかる経
費が多額のため、その経費に対して
助成するのは有効である。 拡充 維持

中学生の中体連以外の大会も助成対象
として拡充した。 －

①スポーツ団体の活性化と金銭的な負担軽
減を目的に助成率を引き上げる。

②委託等不可

維持 拡大 × ○B B A A

B C A B

A B B B

B A C A

B B A A

B B B B



前
年

Ｈ24
A B C D A B C D
5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点

ニ
ー
ズ
は
高
い

横
ば
い
で
あ
る

減
少
・
低
下

ほ
と
ん
ど
な
い

結
び
つ
く

一
部
結
び
つ
く

あ
ま
り
結
び
つ
か
な
い

結
び
つ
か
な
い

目
標

結
果

達
成
度
％

少数
以下
切捨

達
成
度
％

少数
以下
切捨

前年
Ｈ24
決算

無い
場合

-

Ｈ25
決算

成果指標or活動指標
(アンケート結果を使用するものは確定後記入)

決　算　額　（千円）
（固まってないものは確定後入力）

決 算 額 の 内 訳

事業の実施に
対する住民の
ニーズの傾向
はどうか。

事業は施策目
標の達成又は
法令根拠等に
結びつくか。

　
そ
の
他
特
定
財
源

　
一
般
財
源

　
地
方
債

事
業
番
号

事　業　名 対　象 目　　的

対象をどのような
手段を使って、ど
うしたいか記載

手段＋意図

主な事業実績
（箇条書き）

目的達成にために行った
事務・事業内容を記載

成果指標
or

活動指標

１　次　評　価　（事務担
平成25年度　事務事業評価台帳

①必要性

課
　
名

グ
ル
ー
プ
名

記
入
者
名

事
業
分
類

（
４
分
類

）

施
策
番
号

施
策
名

測定方法

（単位）

計画（ＰＬＡＮ）＋実施状況（ＤＯ）

事　業　概　要
住民ﾆｰｽﾞ 事業計画

　
国
・
道
交
付
金

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

寺
田
佳
正

負担金
補助金

5205

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進

5205
-

1005
0107

体育協会支援事業

体
育
協
会
加
盟
団
体

住民の体位向上と、
町民皆スポーツを目
指し、加盟団体の活
動を活発化させる。

加盟団体の活動費を一部助成
　８団体

245 224 0 0 0 224

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

寺
田
佳
正

負担金
補助金

5205

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進

5205
-

1005
0108

新十津川町パーク
ゴルフ協会20周
年記念事業負担金

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
会
員

20年に及ぶパークゴ
ルフ協会の活動を振
り返り、その記録を
残す。

記念誌の印刷代金を一部助成 - 46 0 0 0 46

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

池
田
雄
介

維持 5205

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進

5205
-

1005
0201

町民体育館管理事
業

町
民
・
近
隣
市
町
住
民

町民に対して雨天、
冬期についても安全
な運動スペースを提
供する。

中央体育館ストーブ更新 1,234 1,267 0 0 290 977

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

山
下
朋
之

維持 5205

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進

5205
-

1005
0202

そっち岳スキー場
管理運営事業

町
民
・
近
隣
市
町
住
民

町民に対して安全で
快適なスキー場を提
供する。

索道等維持管理業務委託（通年）
リフト折返滑車及び非常用制動
機分解整備
スキー場案内看板修繕
圧雪車始業前点検、修繕

18,137 18,214 0 2,500 10,013 5,701

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

寺
田
佳
正

維持 5205

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進

5205
-

1005
0203

ふるさと公園内体
育施設管理運営事
業

町
民
・
近
隣
市
町
住
民

町民に対して安全で
快適な体育館を提供
する。

指定管理事業による体育協会へ
の委託

スポーツセンターなどの体育施設
の修繕

61,767 61,479 0 22,100 0 39,379

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

坂
下
佳
則

簡易 6201

行
政
事
務
の
効
率
化

6201
-

1001
0101

教育委員会活動事
業

教
育
委
員

（
教
育
長
を
除
く

。

）
　
4
人

教育委員による充実
かつ円滑な教育行政
の執行

教育委員会活動経費 2,559 2,632 0 0 0 2,632

教
育
委
員
会

学
校
教
育
Ｇ

簡易 6201

行
政
事
務
の
効
率
化

6201
-

1001
0201

教育委員会事務局
活動事業

教
育
委
員
会
事
務
局
職
員

教育委員会事務局
を円滑にする。

教育委員会事務局活動経費 605 617 0 0 0 617

合計 409,616 6,350 33,500 64,927 304,839

B A

A A

A A



問題・課題点の説明  改善策の説明
施策
評価
指示

　　　　　　改善策の説明

A B C D A B C D A B C D A B C D
5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点 5点 3点 1点 0点

十
分
に
達
成

概
ね
達
成

順
調
で
は
な
い

達
成
で
き
て
い
な
い

事
業
内
容
は
妥
当

概
ね
妥
当

検
討
の
余
地
は
あ
る

見
直
し
が
必
要

町
主
体
事
務
又
は
活
用
済

町
主
体
が
望
ま
し
い

検
討
の
余
地
あ
り

十
分
可
能
で
あ
る

十
分
削
減
済
み
で
あ
る

概
ね
効
率
的

検
討
の
余
地
は
あ
る

十
分
可
能
で
あ
る

　問題・課題点を箇条書
き

拡充
維持
縮小
休廃
終了

拡大
維持
縮小
休廃
終了

　総合評価「視点の判定」と
「課題・問題点」を踏まえ
て、今後の方向性を箇条書き 拡充

維持
縮小
休廃
終了

拡大
維持
縮小
休廃
終了

　
①
必
要
性

成果 ｺｽﾄ

　
ロ
ー
リ
ン
グ
　
計
上
は
○

民間活用によ
る事業の効率
化・経費削減
は可能か。

実施状況 事業内容 民間活用 経費削減

　
②
有
効
性

　
③
効
率
性

総　合　評　価
視点

◎
最重点
○重点
△縮小
▼廃止
－なし

事業の見直し、
統廃合による
経費削減は可
能か。

計画どおり実
施できたか。成
果指標は達成
できたか。

目標達成のた
めの手法・内
容は妥当か。

　
合
計
点
数

成果 ｺｽﾄ

　
委
託
等
に
よ
る
改
善
　
○
×

方向性

今後の方向性（平成27年度予算へ）

改善の方向性（ＡＣＴＩＯＮ）
２次評価（担当Ｇ長が記入）

①事務事業の１次評価、施策評
価の２次評価を踏まえ、次年度
へ改善策を記入。
②委託等による事務の効率化、
業務量の改善を検討し記入。
　記入例
　①・・・・・・・・・。
　②・・・・・。

当者が記入）

今後の方向性

方向性

②有効性 ③効率性

評価（ＣＨＥＣＫ）

Ａ計画通り進め
　ることが妥当
Ｂ進め方に改善
　が必要
Ｃ規模・内容・
　実施主体の見
　直しが必要
Ｄ事業の統合・
　休廃止の検討
　が必要

視点の判定

80%

以

80%

～

50%

50%

～

30%

30%

以

80%

以

80%

～

50%

50%

～

30%

30%

以

団体の会員数が減少していく中で、
助成の対象となりうる活動（各種大
会など）ができない団体発生の懸念
がある。

維持 維持
スポーツ体験の機会を設け、新たにス
ポーツに取り組もうとする住民を増やし
ていく。

－

①指定管理受託者である体育協会との連携
を密にし、管理運営を進めていく。

②委託等不可

維持 維持 ×

平成25年度単年度で終了 終了 終了 平成25年度単年度で終了 ▼ 終了 終了 終了

5.0 2.0 4.0 11.0 Ｃ

冬期の活動場所として、利用者から
の需要は高い。
施設がかなり老朽化しており、より安
全な利用をするためには、施設の改
修が必要。

維持 維持
安全面に配慮し、必要な対応を進めてい
く。 －

①利用者の一定なニーズがあることから、こ
れまでと同様な維持管理を進めていく。

②委託は可能ではあるがあまりメリットがな
い。

維持 維持 ×

5.0 3.0 2.0 10.0 Ｃ

冬期間のスポーツ施設として、町民
及び町会社のニーズは高い。
リフト及び圧雪車の定期的な整備、
修繕が必要である。
引き続き、指定管理者導入を検討す
る。

維持 維持
指定管理者について協議を進める。
リフト及び圧雪車について、修繕箇所を
整理し、適切に維持管理を行う。

－

①指定管理者制度を検討しているが、整理
すべき課題が多いことから、引き続き検討を
進める。

②索道のみ委託済（H27以降未定）

維持 維持 ○ ○

4.0 5.0 4.0 13.0 Ａ 指定管理事業のメリットが発揮され
つつある。 維持 維持

指定管理として、順調に運営が進められ
ており、今後も維持されるように設置者
としても、良好な運営が図られるよう、指
定管理者と協議を進める。

－

①指定管理方式により、適正な管理に努め
る。

②指定管理済

維持 維持 × ○

問題なし 維持 維持 教育委員の活動事業として継続する。 教育委員活動事業を継続する。 維持 維持 ×

問題なし 維持 維持 継続 継続 維持 維持 ×

A A A B

B B C B

B C B A
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定例会・臨時会議案及び報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第４回定例会（４月15日） 

 ・平成25年度町内小中学校在籍児童生徒数（４月分）について 

 ・平成25年度新十津川町立学校主任等の命免の報告について 

 ・修学旅行の引率業務等に従事する町立学校職員の勤務時間の割り振り等に関する要

領の一部改正について 

 ・児童生徒の健全育成のための新十津川町教育委員会と札幌方面滝川警察署との連携

に関する協定の変更について 

 ・新十津川町特別支援教育連携協議会委員の任命について 

 ・新十津川町立学校評議員の委嘱について 

 ・新十津川町社会教育委員の委嘱について 

第５回定例会（５月17日） 

・平成25年度町内小中学校在籍児童生徒数（５月分）について 

・平成25年度新十津川町一般会計補正予算（第１号）教育予算について 

・平成25年度新十津川町児童生徒就学援助費受給者の認定について 

・平成25年度新十津川町児童生徒就学援助費（特別支援学級分）受給者の認定につい 

 て 

・平成24年度新十津川町社会教育関係施設利用状況について 

・新十津川町立学校管理規則の一部改正について 

第６回定例会（６月13日） 

・平成25年度町内小中学校在籍児童生徒数（６月分）について 

 ・専決処分の報告について（新十津川町特別支援教育連携協議会委員の任命につい

て） 

第２回臨時会（６月19日） 

・新十津川中学校生徒の事故報告について 

第３回臨時会（６月20日） 

 ・新十津川中学校生徒の事故報告について 

第７回定例会（７月19日） 

・平成25年度町内小中学校在籍児童生徒数（７月分）について 

・平成25年度語学指導等を行う外国青年招致事業による外国語指導助手の新規招致者

について 

・学校職員の事故に係る処分内心について 

第８回定例会（８月22日） 

・平成25年度町内小中学校在籍児童生徒数（８月分）について 

・いじめの状況等に関する調査結果について 

・中学校体育大会北海道大会等出場経費負担要綱の一部改正について 

・平成26年度に使用する新十津川町立学校用教科用図書の採択について 

第９回定例会（９月17日） 

・平成25年度町内小中学校在籍児童生徒数（９月分）について 

・平成25年度新十津川町一般会計補正予算（第３号）教育予算について 

・平成25年度全国学力・学習状況調査結果について 

 



第４回臨時会（10月１日） 

 ・新十津川町教育委員会委員長の選挙について 

 ・新十津川町教育委員会委員長職務代理者の指定について 

第10回定例会（10月25日） 

・平成25年度町内小中学校在籍児童生徒数（10月分）について 

・平成25年度滝川市適応指導教室利用状況（前期分）について 

・平成25年度新十津川町社会教育関係施設利用状況について 

・学校給食試食会アンケート集計結果について 

・教科用図書採択地区の変更について 

第11回定例会（11月22日） 

 ・平成25年度町内小中学校在籍児童生徒数（11月分）について 

 ・教育行政事務の管理執行状況点検・評価報告について 

 ・平成25年度子どもウォーキングチャレンジ事業の実施結果について 

 ・学校給食センターの増設案について 

第12回定例会（12月19日） 

・平成25年度町内小中学校在籍児童生徒数（12月分）について 

・平成25年度新十津川町一般会計補正予算（第４号）教育予算について 

・いじめの状況等に関する調査結果について 

第１回定例会（１月17日） 

 ・平成25年度町内小中学校在籍児童生徒数（平成26年１月分）について 

 ・新十津川町立小中学校の特別支援学級の廃止について 

 ・新十津川町立小中学校の特別支援学級の設置について 

第２回定例会（２月19日） 

 ・平成25年度町内小中学校在籍児童生徒数（平成26年２月分）について 

 ・平成25年度新十津川町児童生徒就学援助費受給者の認定について 

 ・体罰に係る実態把握に関する調査結果について 

 ・新十津川町議会定例会提出議案（新十津川町債権管理に関する条例附則第13項（新

十津川町奨学金等貸付条例の一部改正））に同意することについて 

 ・新十津川町議会定例会提出議案（新十津川町社会教育委員に関する条例の一部改正

について）に同意することについて 

 ・新十津川町社会教育委員の会議運営規則の一部改正について 

第１回臨時会（３月11日） 

 ・平成26年度教職員人事異動内示について 

第３回定例会（３月26日） 

 ・平成25年度町内小中学校在籍児童生徒数（平成26年３月分）について 

 ・平成25年度新十津川町一般会計補正予算（第５号）教育予算について 

 ・平成26年度新十津川町一般会計予算（教育費）について 

 ・平成26年度新十津川町新規奨学生の選定について 

 ・平成26年度生涯スポーツ推進事業について 

 ・新十津川町文化スポーツ活動大会参加費助成金交付規則の一部改正について 



 ・新十津川町社会教育委員の委嘱について 

 ・新十津川町子どものいじめ防止基本方針（仮称）の策定（案）について 
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